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 社会福祉法人豊田市育成会 

令和 7年度事業報告書 
 

令和 7 年度は、社会福祉法人設立（2010 年 10 月）からの 15年の歩みと、国連の持続可能

な開発目標（SDGs）の視点を踏まえ、ガバナンスおよびコンプライアンスの強化、リスク管

理、サービス品質の向上に取り組みました。あわせて、「join us（みんなが楽しく）」を合言

葉に、「尊重し合える仲間づくり」と「地域交流の推進」を柱として事業を展開しました。 

また、目標管理制度や 5S 活動、業務のデジタル化を進めることで生産性向上を図るととも

に、職員一人ひとりの「なりたい・やってみたい」を応援しました。さらに、5 支部合同総会

や各種イベント、支部活動、委員会活動を通じて、会員同士や他団体の交流促進にも取り組

みました。 

 

第 1 の福祉サービス事業（事業体）では、感染症対策として、抗原検査キットの配布等に

より迅速に感染確認ができる体制を継続し感染拡大防止に努めました。また、BCP（事業継続

計画）に基づく避難訓練を日常的に実施し、地震等の災害への備えを確認しました。 

利用者支援においては、利用者会議を通じて本人の意思を尊重し、「やってみたい」という

思いを大切にした支援を実践しました。特に、初夏の「ハレハレデー」や秋の「楽楽運動会」

は、多くのボランティアの協力を得て例年以上に盛況となりました。 

地域交流では、「ジョイナスたかおか地域交流会」を始め、「つかさフェスティバル」、「よ

っていきん祭（けやきワークスとの共催）」、「ジョイナスえかく・かずえ地域交流祭」などを

開催し、多くの地域住民の参加を得ることができました。 

グループホーム「ひらしばの家」では、平成 29年 5 月の開設以来進めてきた地域交流の積

み重ねにより地域への定着が進み、第 1 回地域連携推進会議を開催しました。自治区長をは

じめ地域住民の参加を得て、連携体制の強化を図ることができました。 

ヘルパーステーションでは、利用者ニーズに応じたグループ支援を積極的に実施し、利用

者同士が協力し合う関係づくりが進みました。一方で、ヘルパー人材の確保には課題が残り、

サービス提供量は前年度比 92.3％となりました。 

地域生活支援センター（特定相談支援事業所）では、毎月の相談支援会議を通じて関係機

関との連携を強化し、契約者 129 名(内、児童 16名)の計画作成 148 件（内、児童 20 件）、モ

ニタリング 172 件（内、児童 24 件）を実施しました。また、家庭訪問や三者面談を通じて、

サービス利用調整や生活上の課題解決に取り組みました。特に、グループホーム 2 名、障が

い者ホーム 5 名の入居支援を行いました。 

支援施設ジョイナスでは、実習生 15名、職場体験 28 名、インターンシップ 8 名、見学 18

名を受け入れ、将来の進路選択を支援しました。また、セルプ部会における情報共有や自主

製品開発に取り組み、安定的な仕事の確保に努めました。特に、地域の困りごとに対応する

「ちょいサポ」事業は依頼が増加し、地域貢献の機会が広がりました。 

事業全体の売上は前年度比 2,745 千円増となり、工賃評価制度（生活関連 6 領域 50 項目）

に基づき、利用者平均月額工賃 29,049 円(27,545 円/R6)を支給することができました。 
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第 2 の福祉啓発事業（運動体）では、5 支部合同総会（参加者 43 名）をはじめ各種イベン

トを開催し、会員活動の活性化を図りました。 

支部活動では、会員総会や「二十歳のつどい」（参加者 45 名）を開催しました。各支部の

単独事業は計 8回実施（延べ 93 名参加）しました。 

広報自主事業部会レクリエーション委員会では、「バス旅行」（参加者 82名）、「折り紙ヒコ

ーキ大会と POP’Sとのダンスジョイント」（参加者 27 名）、「第 4回小さな写真展」（出展 28

点）を開催し、交流と文化活動の機会を提供しました。企画委員会では、スマートフォン講

習会を開催するとともに、福祉サービス利用に関する会員アンケートを実施しました。本人

部会では、クラブ活動「POP’S」を定期的に実施しました。 

 

第 3 の法人基盤の確立と課題対応では、経営体制として、経営会議（年 7回）、理事会（年

5 回）、評議員会（年 4回）を開催し、重要事項の決定および法人運営の課題について検討し

ました。 

また、就労支援施設等運営委員会（年 2 回）開催や各部会での協議を通じて、保護者・利

用者ニーズに基づく新たなサービスの検討や業務改善を進めました。 

人材面では、正規職員 1名、特別任用職員 3 名、臨時職員 3 名を採用しました。あわせて、

キャリアパス規程に基づく目標管理制度と人事考課を実施し、人材育成の強化を図りました。 

研修については、法人内研修を年 7 回実施するとともに、外部研修に延べ 60 名が参加し、専

門性の向上に努めました。また、臨床心理士によるメンタルヘルスカウンセリングを継続し、

正規職員・特別任用職員 14 名が利用しました。 

職員の処遇改善としては、ベースアップ、定年延長、特別任用職員の給与体系見直しを実

施し、働きやすい環境整備とワークライフバランスの向上を図りました。 

事業所管理では、施設設備の改修や保守点検を行うとともに、利用者主体の行事運営やヒ

ヤリハット、ニヤリホットを推進しました。 

また、地域展開としては広報誌「育成会だより」（年 3回・各 3,500 部）の発行や SNS・ホ

ームページの更新、地域清掃や交通安全活動、資源回収などの社会貢献活動を実施しました。 

 

最後に、事業活動収支は黒字を維持したものの、利用者数の減少、人件費比率の上昇、物

価高、会員の高齢化などの課題が引き続き存在しています。働きづらさや生きづらさを抱え

る人への支援は、福祉の枠を超え、持続可能な地域社会と経済を支える重要な基盤です。 

今後は、「持続可能な経営基盤の強化」と「支援の質のさらなる向上」を両輪として、法人運

営を推進してまいります。 

本年度の事業実施にあたり、正会員・賛助会員をはじめ、多くの皆様から温かいご支援と

ご協力を賜りましたことに、心より感謝申し上げます。 
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1 理事会・評議員会の開催及び監査の実施  

 (1) 理事会の開催  

第 1 回  

5 月 24 日（土） 

議案第 1 号 理事・監事の推薦及び監事の同意について 

議案第 2 号 評議員候補者の推薦について 

議案第 3 号 令和 6 年度事業報告について 

議案第 4 号 令和 6 年度決算報告及び監査報告について 

議案第 5 号 社会福祉充実計画について 

議案第 6 号 定時評議員会の招集について 

報告事項：各部会及び外部会議等の活動報告について 

第 2 回  

6 月 14 日（土） 

議案第 7 号 理事長及び常務理事の選定について 

議案第 8 号 部会長等の選定について 

議案第 9 号 評議員会の招集について 

第 3 回  

9 月 27 日（土） 

議案第 10 号 ジョイナスえかく事業運営規程の一部改正について 

議案第 11 号 職員就業規則の一部改正について 

議案第 12 号 令和 7 年度 9 月補正予算について 

議案第 13 号 評議員会の招集について 

報告事項⑴事業活動報告(4 月～8 月)について 

報告事項⑵各部会及び外部会議等の活動報告について 

第 4 回 

12 月 20 日（土） 

議案第 14 号 役員及び評議員の報酬等に関する規定の一部改正について 

議案第 15 号 職員就業規則の一部改正について 

議案第 16 号 職員給与規程の一部改正について 

議案第 17 号 特別任用職員に関する規程の一部改正について 

議案第 18 号 令和 7 年度 12 月補正予算について 

議案第 19 号 評議員会の招集について 

報告事項⑴事業活動報告(9 月～11 月)について 

報告事項⑵各部会及び外部会議等の報告について 

第 5 回 

3 月 21 日（土） 

議案第 20 号 事務局長の任免について 

議案第 21 号 職員就業規則の一部改正について 

議案第 22 号 情報公開規程の一部改正について 

議案第 23 号 ジョイナスえかく事業運営規程の一部改正について 

議案第 24 号 令和 8 年度事業計画について 

議案第 25 号 令和 8 年度当初予算について 

報告事項⑴令和 8 年度職員体制について 

報告事項⑵事業活動報告(12 月～2 月)について 

報告事項⑶各部会及び外部会議等の報告について 
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（2）評議員会の開催  

定時（第1回） 

6 月 14 日（土） 

議案第 1 号 理事及び監事の選任について 

議案第 2 号 令和 6 年度事業報告について 

議案第 3 号 
令和 6 年度決算報告(計算書類及び財産目録)の承認に 

ついて 

議案第 4 号 社会福祉充実計画について 

第 2 回 

9 月 27 日（土） 

議案第 5 号 ジョイナスえかく事業運営規程の一部改正について 

議案第 6 号 職員就業規則の一部改正について 

議案第 7 号 令和 7 年度 9 月補正予算について 

報告事項⑴事業活動報告(4 月～8 月)について 

第 3 回  

12 月 20 日（土） 

議案第 8 号 役員及び評議員の報酬等に関する規程の一部改正について 

議案第 9 号 職員就業規則の一部改正について 

議案第 10 号 職員給与規程の一部改正について 

議案第 11 号 特別任用職員に関する規程の一部改正について 

議案第 12 号 令和 7 年度 12 月補正予算について 

報告事項⑴事業活動報告(9 月～11 月)について 

第 4 回 

3 月 21 日（土） 

議案第 13 号 職員就業規則の一部改正について 

議案第 14 号 情報公開規程の一部改正について 

議案第 15 号 ジョイナスえかく事業運営規程の一部改正について 

議案第 16 号 令和 8 年度事業計画について 

議案第 17 号 令和 8 年度当初予算について 

報告事項⑴令和 8 年度職員体制について 

報告事項⑵事業活動報告(12 月～2 月)について 

 

（3）評議員選任・解任委員会の開催 

 開催日 委員名 議事 

5 月 30 日(金) 小野修市・安藤広重・今井伸和 評議員の選任について 

 

（4）監査の実施  

監査実施日 監事名 監査項目 

5 月 10 日(土) 
宇津野監事 

安藤監事 

法人定款第 11 条第 1 項の規定に基づき、令和 6 年度事業

に係る理事の業務執行状況及び法人の財産状況の監査 

8 月 26 日(火) 
一般社団法人 

ショーマネ 

指定障がい福祉サービス事業者等の運営指導 

(ジョイナスさかえ・ジョイナスふれあい) 

1 月 27 日(火) 
指定障がい福祉サービス事業者等の運営指導 

(ジョイナスえかく) 
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(5) 理事の会議出席  

研修内容 開催日 主催者 
参加 

人数 

公益社団法人豊田法人会 

第 13 回通常総会 
5 月 26 日(木) 

公益社団法人 

豊田法人会 
1 名 

豊田法人会 七州支部大会＆特別講演会 3 月 16 日(月) 〃 1 名 

豊田市福祉事業団評議員会 

6 月 26 日(木) 

12 月 18 日(木) 

3 月 23 日(月) 

豊田市福祉事業団 1 名 

豊田市社会福祉協議会評議員会 

6 月 26 日(木) 

12 月 19 日(金) 

3 月 27 日(金) 

市社協 1 名 

豊田市共同募金委員会評議員会 

6 月 26 日(木) 

12 月 19 日(金) 

3 月 27 日(金) 

市社協 1 名 

豊田市就学支援委員会 

7 月 15 日(火) 

11 月 18 日(火) 

1 月 9 日(金) 

豊田市 1 名 

豊田市小・中学校医療的ケア検討委員会 
7 月 9 日(水) 

1 月 14 日(水) 
豊田市 1 名 

豊田市地域自立支援協議会 
7 月 3 日(木) 

3 月 3 日(火) 
豊田市 1 名 

第 28 回障がい者作品展 連絡委員会 11 月 14 日(金) 豊田市 1 名 

ひらしばの家地域連携推進会議 2 月 17 日(火) 
グループホーム 

ひらしばの家 
1 名 

あいちチャレンジド・スポーツ連絡協議会 

役員会 

5 月 13 日(火) 

10 月 14 日(火) 

11 月 11 日(火) 

12 月 16 日(火) 

12 月 20 日(土) 

1 月 13 日(火) 

2 月 17 日(火) 

あいちチャレンジﾄﾞ・

スポーツ連絡協議会 
1 名 
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2 事業運営  

事業種別＼期間 令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月  

法人運営（経営会議） 経営会議開催（年 7 回）、福祉啓発事業の見直し、法人運営の課題等 

第 2 種社会福祉事業 

①障害福祉サービス事業(就労継続支援Ｂ型)の運営(定員 120 名) 

②障害福祉サービス事業(生活介護)の運営(定員 6 名) 

③障害福祉サービス事業(居宅介護、移動支援)の運営 

④障害福祉サービス事業(特定相談支援、障がい児相談支援)の運営 

⑤障害福祉サービス事業(共同生活援助)の運営(定員 6 名) 

公益事業 
①福祉啓発事業 

②相談事業 

 

3 会員入会状況   

支部別（実家庭）                 （令和 8 年 3 月末現在・単位：世帯） 

支部名 中 央 上 郷 高 岡 猿 投 高 橋 計 

世帯数 47 27 17 24 32 147 

 

4 人事労務・給与制度等 

人事労務管理 

・目標管理の徹底と人事考課制度の推進 

・職員の適切な労働時間の管理と人事労務の効率化を図るため、就業シ 

 ステムの運用 

給与制度 ・福祉・介護職員処遇改善加算の確保に伴う賃金改善の実施 

職員福利厚生 

・職員に対する定期健康診断の実施 

・正規･特別任用職員対象にメンタルヘルスカウンセリング実施/14 名 

・職員互助会活動の推進 

・福利厚生センター「ソウェルクラブ」へ継続加入 

・インフルエンザワクチンの職場接種/16 名 

・体調に違和感がある時など、速やかに検査を実施できるよう全職員へ 

新型コロナウイルス及びインフルエンザ感染症対応抗原検査キット 

の配布 

 

5 財務・事務管理 

情報公開 

①現況報告書(令和 7 年 4 月 1 日現在)をホームページに公表 

②WAM NET 障がい福祉サービス等情報公表システムに公表 

③法人フェイスブックや各事業所「新着情報」の書き込みを増やすなど、

ホームページによる情報提供を充実した。アクセス数 21,119 件(令和

7 年度中） 

④広報誌「育成会だより」を年 3 回（7 月・11 月・3 月の各 1 回）発行

発行部数 3,500 部 

⑤「会員だより」を毎月発行 

⑥各事業所でパンフレットの作成や「事業所だより」の発行及びイン

スタグラムでの発信 (つかさ・さかえ・ふれあい・えかく・Cafe Mikke) 

個人情報保護と共有 
・個人情報保護規程に基づき、利用者等関係者の個人情報保護に努め、利用

者のサービス向上に必要な情報を本人や家族の同意を得て関係者間で共
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有した。 

・個人番号および特定個人情報等を規定に基づき適正に管理した。 

苦情対応 
苦情対応規程に基づき各事業所に苦情受付担当者及び責任者を配置し

た。 

業務の効率化 

コスト削減 

・新型コロナウイルス感染症対策としてリモート会議を推進し積極的 

に活用した。移動時間の短縮や経費節減、感染防止を図るとともに

業務の効率化に努めた。 

・光熱水費をはじめとする諸経費を見直し、組織的にコスト削減と効

率的な運営に努めた。 

・業務改善委員会にて「利用者出勤簿フォーム」を刷新。勤退・出勤

率・工賃額等の一元管理の運用を開始し、事務負担の軽減と管理精

度の向上を図った。 

・サイボウズ(グループウェア)の活用により、情報伝達の迅速化と職

員間のスケジュールを可視化し組織全体での円滑な情報共有体制を

構築した。 

契約の公正・透明性

の確保 
経理規程に基づき、契約事務を適切かつ効率的に取り組んだ。 

事務管理の適正化 パソコン充足率 100％により事務の均一化に努めた。 

寄付・寄贈 

・土本辰代様より草刈り機(28,000 円相当) 

・大豊工業㈱部長会様より二十歳のつどいの品 

カタログギフト(16,000 円相当) 

 

6 施設設備管理業務 

（1）管理業務 

施設設備の保守点検

委託業務 

①つかさエレベーター 

（リモート点検毎月、技術員点検 4 回、法定検査 1 回） 

②消防設備（各事業所） 

③空調設備（各事業所） 

④電気設備（年次点検 1 回、通常点検 6 回） 

⑤つかさ・さかえ建物定期点検 

⑥えかく浄化槽（保守点検 3 回） 

⑦えかく消火器点検(1 回) 

⑧えかくシャッター点検(1 回) 

⑨えかくエアコン点検(2 回) 

⑩かずえ高架水槽清掃（1 月/年 1 回）、水質検査（8 月･2 月/年 2 回） 

⑪かずえ自動ドア点検(年 4 回) 

⑫かずえ防鼠防虫業務月 1 回（計 12 回） 

⑬かずえドレン清掃(年 4 回) 

⑭かずえ自家用電気工作物保安管理業務(年 5 回) 

⑮かずえ浄化槽維持管理業務(毎月 2 回～3 回/年 25 回） 

⑯かずえガラス清掃（3 月/年 1 回） 

⑰ひらしばの家水回り(浴室・キッチン)クリーニング(1 回) 

施設設備の 

管理業務 

①床ワックス清掃(つかさ/年 1 回、えかく/年 1 回、かずえ/年 1 回、

たかおか/年 2 回) 

②樹木の剪定、除草（つかさ、たかおか/年 1 回～3 回） 
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③ごみ・廃棄物処理（ごみ回収各施設毎週 1 回・産廃回収年 2 回） 

④棟内日常清掃 

⑤たかおか保護者会による清掃活動（2 回） 

 

（2）施設整備 

施設設備の整備 

①つかさエレベーター操作基盤修理 

②つかさ給湯器排水菅洗浄 

③つかさ 1・2 階男女トイレ改修工事 

④つかさ誘導灯修繕 

⑤さかえ 1・2 階トイレ改修工事 

⑥さかえ玄関ガラス修繕 

⑦鞍ヶ池公園空調機修繕 

⑧えかくトイレ便器排水つまり修繕 

⑨えかく出入口扉交換工事 

⑩えかく屋内外水漏れ修理 

⑪たかおか書庫等カギ修理 

 

7 職員配置状況                      （令和 7 年 4 月現在・単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常勤 1 1 -   

常勤 (1兼) 0 (1兼)

常勤 1 1 (兼)

常勤 5 (1兼) 1 (1兼) (1兼) 7 (3兼)

常勤 1 1 (兼)

常勤 (5兼) (1兼) (1兼) 0 (7兼)

常勤 1 5 (2兼) 6 (2兼)

常勤 3 (2兼) 3 (2兼)

常勤 1 1 (兼)

常勤 2 (1兼) (1兼) 2 (2兼)

臨時 2 2 (兼)

常勤 21 (2兼) 1 22 (2兼)

臨時 19 (2兼) (4兼) 19 (6兼)

臨時 7 -   

常勤 (1兼) 0 (1兼)

臨時 3 3 -   

臨時 (2兼) 0 (2兼)

臨時 1 -   

臨時 1 -   

臨時 1 -   

7 (2兼) 31 (11兼) 1 (2兼) 1 (5兼) 3 (3兼) 1 (3兼) 1 45 (26兼)

7 (4兼) 0

9 (2兼) 50 (11兼) 4 (2兼) 8 (9兼) 3 (3兼) 4 (3兼) 1 79 (26兼)

居宅介護

（移動支援）
福祉啓発 計本部

就労継続

支援Ｂ型
生活介護

共同生活

援助

合計

2

相談支援

運転手

支援員

サービス提供責任者

世話人

施設長

事務局長

管理者

サービス管理責任者

主任

相談支援専門員

34

項目

19 3 0 3

常勤計

臨時計

事務員

1

嘱託医 1

ヘルパー

看護師 1

事務局長補佐

調理員

副管理者

7
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8 職員研修 

(1）法人内研修 

研修内容 開催日 講 師 

新規採用職員内部研修 
4 月 10 日(木) 

～5 月 15 日(木) 
育成会職員 

職員就業規則について 4 月 26 日（金） 社会保険労務士 近藤法政氏 

安全運転研修 7 月 25 日(金) (株)トヨタレンタリース名古屋 

工賃向上に向けた取り組み 10 月 31 日(金) 
育成会職員 

(SELP 部会：目標工賃達成指導員) 

精神障がい・発達障がいの基礎理解 

～就労支援現場での理解と対応～ 
11 月 21 日(金) 

育成会職員 

(相談支援専門員/階層別) 

サービスガイドラインについて 1 月 30 日（金） 
育成会職員 

(個別支援計画等策定部会) 

令和 8 年度事業計画・施設整備計画に

ついて 
2 月 27 日(金) 

育成会職員 

(事業計画策定部会) 

 

(2) 法人外研修・説明会等への参加 

研修内容 開催日 主催者 
参加 

人数 

サービス管理責任者等

更新研修 

部分講義 

(オンデマンド視聴) 
9 月～11 月 

愛知県 1 名 

演習 日程 6 

 

サービス管理責任者等

実践研修 

部分講義 

(オンデマンド視聴) 
11 月～12 月 

 

愛知県 

 

1 名 

演習 日程 2 

 

相談支援従事者 

現任研修 

合同講義 

(オンデマンド視聴) 
7 月  

県社協 

 

1 名 

演習 Ａ日程 

相談支援従事者 

初任者研修 

合同講義 

(オンデマンド視聴) 
9 月～10 月 

県社協 1 名 

演習 Ｂ日程 

介護福祉士実務者研修 
学習 5 月～6 月 

三幸福祉カレッジ 1 名 
スクーリング 7 月～8 月 

豊田市強度行動障がい支援者養成研修 

（基礎研修） 

6 月 19 日(木) 

～20 日(金) 豊田市 

豊田市福祉事業団 

1 名 

豊田市強度行動障がい支援者養成研修 

（実践研修） 

11 月 27 日(木)

～28 日(金) 
1 名 
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ブロック会議（西部） 
6 月 27 日(金) 

2 月 26 日(木) 
市自立支援協議会 3 名 

ブロック会議（北部） 5 月 21 日(水) 〃 1 名 

全ブロックオリエンテーション 4 月 23 日(水) 〃 2 名 

とよた権利擁護推進シンポジウム 

～自分らしいくらしを地域で支える～ 
5 月 24 日(土) 

豊田市 

豊田市社会福祉協議会 
1 名 

「福祉」と「就労」支援セミナー 6 月 4 日(水) 愛知県・愛知労働局 1 名 

学校見学会 6 月 19 日(木) 瀬戸つばき特別支援学校 1 名 

Instagram 採用セミナー 7 月 23 日(水) 豊田市女性しごとテラス 1 名 

食品衛生責任者実務(定期受講)講習会 7 月 7 日(月) 市保健部保健衛生課 1 名 

障がい者支援職員研修会 

テーマ「よい支援」について共有しよう 
7 月 25 日(金) 豊田市福祉事業団 1 名 

重層的支援推進研修 

障がい者虐待対応研修 
8 月 1 日(金) 豊田市 4 名 

障がい者支援職員研修会 

ストレッチ・マッサージのコツ 
9 月 1 日(月) 豊田市福祉事業団 1 名 

社会福祉法人の取り組むべき課題とその解

決策～経営分析と業務改善～ 
9 月 3 日(水) 税理士法人名南経営 1 名 

あいち WLB 推進シンポジウム 

2025in 豊田加茂 
9 月 11 日(木) 愛知県 1 名 

普通救命講習(Ⅰ) 9 月 24 日(水) 豊田市消防本部 3 名 

社会福祉事業者による苦情解決制度 

「苦情受付担当者研修会」 
10 月 6 日(月) 県社協 2 名 

障害者(児)福祉関係職員基礎研修 10 月 9 日(木) 県社協 1 名 

カスタマーハラスメント防止講習会 10 月 9 日(木) 福祉厚生センター 1 名 

相談支援業務の質と効率を高める情報交換

会 
10 月 29 日(水) 市自立支援協議会 2 名 

障害者の就労支援基礎研修 10 月 17 日(金) 県社協 2 名 

苦情受付担当者研修会 10 月 6 日(月) 県社協 1 名 

若手・新入社員フォローアップ研修 11 月 19 日(水) 豊田市女性お仕事テラス 1 名 

愛知県障害者虐待防止・権利擁護研修 

（設置者・管理者・従業者向け） 

12 月 3 日(水) 

1 月 15 日(木) 
愛知県 3 名 

グループホーム相談会 1 月 23 日(金) 愛知県 1 名 

社会福祉連携推進シンポジウム 2026 

社会福祉法人の連携・協働に向けて 
〃 厚労省 1 名 
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苦情解決責任者等研修会 2 月 2 日(月) 県社協 3 名 

発達障害地域生活・就労支援者研修会 
2 月 4 日(水) 

～6 日(金) 

国立障害者リハビリテ

ーションセンター 
1 名 

福祉サービス支援者研修会 2 月 9 日(月) 県社協 1 名 

豊田市の就労を考える会 2 月 13 日(金) 市地域自立支援協議会 1 名 

西部ブロック研修 

「ダウン症のある娘とともに」 
2 月 26 日(木) 市地域自立支援協議会 1 名 

福祉避難所に関する講演会 3 月 19 日(木) 豊田市 1 名 

事業所説明会 3 月 26 日(木) 豊田市 8 名 

 

9 諸会議の開催  

会議名（委員数） 主催者 開催月 

就労支援施設等運営委員会（22 名） 施設長 9 月・2 月開催 

ヘルパー会議（5 名） 管理者 4 月・7 月開催、その他個別対応 

管理者会（18 名） 施設長 毎月第 1 水曜日（リモート） 

個別支援計画等策定部会（8 名） 〃 毎月第 2 火曜日（リモート又は本部） 

行事計画部会（8 名） 〃 毎月第 1 火曜日（    〃    ） 

事業計画策定部会（7 名） 〃 毎月第 3 火曜日（    〃    ） 

業務改善委員会（4 名） 〃 毎月第 4 水曜日（    〃    ） 

SELP（セルプ）部会（6 名） 〃 毎月第 2 金曜日（    〃    ） 

相談支援会議（7 名） 〃 毎月第 4 水曜日（    〃    ） 

保健安全会（8 名） 事務局長 毎月第 4 火曜日（    〃    ） 

WEB（IT）委員会（6 名） 〃 PC 不具合報告等 

職員互助会役員会（6 名） 〃 毎月第 3 金曜日（    〃    ） 

職員会議 各管理者 各事業所毎月 1～2 回 

 

10 事故等報告件数 

件数 項目別 報告内容 

4 利用者に関すること 6.5捜索、7.7物損、10.9転倒、10.29怪我、3.24転倒 

2 
支援員等に関するこ

と 
4.17外部車両の追突による打撲、8.26業務用車接触 

 

11 苦情内容及び結果の公表（苦情対応規程に該当するもの） 
該当なし 

 

 

 

11



12 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

地域の清掃活動 通年 事業所周辺で活動（各ジョイナス・ひらしばの家） 

交通安全立哨活動 交通安全週間 事業所周辺で活動（各ジョイナス・ひらしばの家） 

ゴミ立哨活動 6、9、3月 ひらしばの家 

資源回収 通年 
ジョイナスたかおかにおいて、アルミ缶・新聞

紙・段ボール・牛乳パック・古布・雑誌を回収 

エコキャップの回収 通年 

ペットボトルキャップを回収しポリオワクチン

支援活動に寄附 

年3回納入:累計ポリオワクチン373人分/R7年3月

末時点累計1687人分(たかおか) 

みどりの郷活動 5.11月 地域の方と農道のゴミ拾い(たかおか) 

 

13 福祉啓発事業  

(1) 会員入会状況（再掲）  

支部別（実家庭）               （令和 8 年 3 月末現在・単位：世帯） 

支部名 中 央 上 郷 高 岡 猿 投 高 橋 計 

世帯数 48 27 17 23 32 147 

 

(2) 5 支部合同会員総会 

    令和 7 年 6 月 28 日(土)開催/参加者 43 名 

                          

(3) 事業内容 

内容 日時 場所 参加者数 

支部長会 二十歳のつどい 1月 18 日（日） 西部コミュニティセンター 45 名 

支部活動 各支部活動(5 支部) 8 回/年（懇親会、イベント他） 延参加者93名 

企画委員会 

スマホ講習会 5月 31 日(土) 育成会多目的室 参加者 5名 

会員アンケート 
実施期間:1 月 

内容:福祉サービス利用等について 
回答84人/147人 

レク委員会 

小さな写真展 4月 6 日(日)～25 日(金)豊田市福祉センター  出展作品 28 点 

バス旅行 
10 月 5 日(日)掛川＆つま恋ランチバイキン

グとみかん狩りツアー 
参加者 82 名 

紙ヒコーキ＆Ｊポ

ップ大会 
12 月 7 日(日) 西部コミュニティセンター 参加者 27 名 

本人活動 市障がい者作品展 
12 月 6 日（土）

～14 日（日） 
豊田市民文化会館 展示室A 出展作品 9 点 
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（4）諸会議・クラブ開催  

会議名 
委員
数 

開催回数 
（開催日） 

内容 

本人部会 4 名 1 回 
自主クラブの現況報告、公共等主催スポーツ大会に
ついて、第28回障がい者作品展について協議 

企画委員会 4 名 6 回 スマホ講習会(1回)・会員ニーズについて協議 

広報委員会 10 名 5 回 
育成会だより第52号～第54号の発行 
（企画・調査、編集、配布） 

レクリエーション委員会 9 名 12 回 
委員会(9回)、小さな写真展・育成会バス旅行・ 
紙ヒコーキ大会について協議、準備等 

支部長会 12 名 8 回 
支部長会議(7 回)、各支部活動報告、5 支部合同会員
総会、二十歳のつどいついて協議、準備等 

本
人
活
動 

きずなっくす 6 名 0 回 休部 

POP’S 7 名 11 回 会員の定例活動(10回)、Jポップ大会 

音楽療法 4 名 0 回 休部 
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        14 日中活動支援室（就労継続支援Ｂ型、生活介護） 

(1) 所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 障がい支援区分（就労継続支援Ｂ型・生活介護）    (令和 7 年度 3 月末現在) 

                                  ※法人内併用含む 

 

(3) 利用中止状況                     (令和 7 年度 3 月末現在) 

中止の理由 就職 他施設 転居 在宅 入院 死亡 計 

人数 0 人 5 人 0 人 0 人 0 人 1 人 6 人 

 

 (4) 定員・登録利用人数(月間平均)                (開所日数：243 日) 

 

区分 区分無し 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

人数 37 人 1 人 10 人 18 人 37 人 10 人 3 人 

事業 事業所名 定員 登録利用者数 出勤率 

 

 

 

 

就労継続支援 B 型 

つかさ 20 23.0 名 96.2％ 

さかえ 
20 

17.0 名 91.1％ 

西山公園 3.3 名 97.1％ 

ふれあい 20 17.0 名 98.8％ 

みさと 10 8.9 名 95.0％ 

鞍ヶ池公園 10 9.3 名 97.6％ 

えかく 10 9.0 名 83.6％ 

かずえ 10 8.0 名 97.8％ 

たかおか 
14 

11.0 名 98.7％ 

毘森公園 6.0 名 98.9％ 

生活介護 たかおか 6 6.4 名 92.9％ 

〒471-0066
豊田市栄町1-1

〒471-0831
豊田市司町3-61-1

ジョイナスふれあい
鞍ヶ池公園

35-6084

（FAX共有）

77-5187

（FAX共有）

月曜日～金曜日

8:30～17:15

〒471-0027
豊田市喜多町6-61-1

〒471-0805
豊田市美里1-10-8

〒471-0002
豊田市矢並町法沢714-5

〒470-1205
豊田市永覚町中山畑39

〒470-1216
豊田市和会町長田8-1

〒473-0917
豊田市若林西町西山18-2

☎　77-9504

（FAX共有）
就労継続支援Ｂ型

月曜日～金曜日

8:30～17:15

月曜日～金曜日

8:30～17:15

090-3444-

4429

（FAXなし）

ジョイナスかずえ
(cafe Mikke)

☎　77-0041

FAX 77-0506
就労継続支援Ｂ型

月曜日～金曜日

8:30～17:15

土日祝日

年末年始他

ジョイナスさかえ

33-8825

（FAX共有）

090-4258-

9572

（西山公園）

月曜日～土曜日

8:30～17:15

日祝日

年末年始他

ジョイナスつかさ

就労継続支援Ｂ型

52-3410

（FAX共有）

090-5107-

2390

（毘森公園）

生活介護

日中短期入所

就労継続支援Ｂ型

月曜日～土曜日

8:30～17:15

日祝日

年末年始他

ジョイナスみさと

土日祝日

年末年始他

ジョイナスたかおか

ジョイナスえかく
21-6141

（FAX共有）
就労継続支援Ｂ型

月曜日～金曜日

8:30～17:15

土日祝日

年末年始他

事業所名 住所 休日

ジョイナスふれあい

TEL/FAX 事業形態 営業日

土日祝日

年末年始他

月曜日～金曜日

8:30～17:15

土日祝日

年末年始他

土日祝日

年末年始他

就労継続支援Ｂ型
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(5）個別支援計画の策定  

   ・サービス等利用計画に基づき、利用者、本人(保護者)の意向や希望、特性等を踏まえ 

個別支援計画関係書類の作成。 

作成書類：アセスメントシート・令和 7 年度個別支援計画の評価、面談記録等 

          令和 8 年度個別支援計画 

 

・サービス管理責任者を中心に個別支援計画等策定部会の開催、各ジョイナス事業所で

のケース検討会議等を毎月実施し、支援計画のより着実な取組みを図った。 

 

(6) 支援業務 

  食事 

ジョイナス 

昼食形態 

食事時間：12：00～13：00 (喫茶事業：12：30～13：30) 

○昼食は個人により弁当持参または注文 

〇ジョイナスえかくのみ食事提供あり 

ひらしばの家 

食事形態 

食事時間：朝食 6:30～7:00、7:00～7:30 

     夕食 18:00～18:30、18:30～19:00 

〇世話人が献立を決め調理・提供 

 

(7) 健康管理 

① 医療機関との連携 

診療科目 病院名 

総合 豊田地域医療センター 

緊急時 救急車対応 

・かかりつけ医の把握     

・医療機関と連携した通院 なし 

 

② 健康管理 

事業所 健康診断実施日 歯科検診実施日 その他 

つかさ 6 月 23 日(月) 7 月 24 日(木)  

 

 

 

 

毎月１回体重測定 

さかえ 7 月 3 日(木) 7 月 31 日(木) 

西山公園 〃 〃 

ふれあい 6 月 24 日(火) 10 月 9 日(木) 

みさと 〃 〃 

鞍ヶ池公園 〃 〃 

えかく 7 月 2 日(水) 8 月 21 日(木) 

かずえ 〃 〃 

たかおか(就 B) 6 月 30 日(月) 8 月 28 日(木) 

毘森公園 7 月 3 日(木) 8 月 28 日(木) 

たかおか(生活介護) 6 月 30 日(月) 8 月 28 日(木) 

 

 

個別支援計画の策定 令和 7 年度個別支援計画策定(118 名) 
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(8) 防災対策・訓練 

実施項目 実施日 実施内容 

避難訓練 毎月又は隔月 1 回 各所、火災・地震を想定しての避難訓練 

 

(9) 実習生・就労等体験の受け入れ 

受入学校名 実習先 実習期間 人数 

実習生 

三好特別支援学校 

つかさ 

8/4 ､ 6 ､ 18 ､ 12/25 ､

1/26～30 ､ 2/2～6､

3/30～31 

4 名 

えかく 8/6～7 1 名 

かずえ/喫茶 9/29～10/9 1 名 

たかおか 
7/24、11/21、3/23～

24、26、30 
4 名 

名古屋情報専門学校 つかさ 1/29､2/5､19 1 名 

一般及び他事業所等 つかさ 2/12 1 名 

さかえ 2/17～2/28 1 名 

かずえ/喫茶 4/15、25 1 名 

たかおか 8/20 1 名 

職場体験 

梅坪台中学校 〃 6/10～12 2 名 

朝日丘中学校 つかさ 10/2 3 名 

高橋中学校 
さかえ、鞍ヶ池、

たかおか 

9/30～10/1 
11 名 

豊南中学校特別支援学級 えかく 10/30～31 1 名 

上郷中学校特別支援学級 えかく 11/19 2 名 

上郷中学校 かずえ/喫茶 6/4～5、11/18 3 名 

高岡中学校 
かずえ/喫茶、たか

おか 

6/4、9、11 
2 名 

前林中学校 たかおか 9/17～19 3 名 

竜神中学校 つかさ 7/1～3 1 名 

インターン

シップ 

慈恵福祉専門学校 つかさ 2/27～3/5 2 名 

大谷高等学校 

つかさ 3/24～26 2 名 

さかえ・ふれあい 3/16～18 4 名 

事業所見学 

三好特別支援学校保護者 
つかさ･さかえ 

･えかく 

7/21、1/29、

3/17、30 
6 名 

一般 かずえ/喫茶 4/11、8/27 2 名 

他事業所 たかおか 8/27、3/5 10 名 
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(10）保護者会活動 

活動名 事業所 活動時期 活動内容 

保護者会 

つかさ 4、5、9、11、12、3 月 

定例会 

(行事･連絡事項の確認) 

さかえ 4、6、8、10、12、3 月 

西山公園 4、6、8、10、12、3 月 

ふれあい 偶数月の第 4 木曜日 

みさと 4、6、8、10、12、2 月 

鞍ヶ池公園 4、6、10、2 月 

えかく・かずえ 4、6、8、10、12、2 月 

たかおか 4、8、10、2 月 

毘森公園 4、10 月 

活動報告会 ひらしばの家 4、7、10、1、3 月 定例会・活動報告 

役員会 ふれあい 偶数月の第 3 木曜日 定例会打合せ 

誕生日会、お楽

しみ会 

たかおか 

(12 月毘森参加) 
毎月 1 回 食事、デザートの提供 

新入所者歓迎会 たかおか 4/18 食事提供 

端午の節句 えかく 5/2 お菓子提供 

大掃除 つかさ 5/13、12/8 事業所清掃 

七夕会 
つかさ 7/7 昼食提供 

えかく・かずえ 7/7 笹の準備 

七夕ランチ さかえ 7/4 昼食・デザート提供 

たかおか地域交

流会 
たかおか 10/25 バザー出店 

お楽しみ会 つかさ 10/27 お菓子等提供 

買い物体験 つかさ 11/26～27、12/8 昼食・体験費用提供 

忘年会 さかえ 12/24 昼食提供 

コーヒータイム さかえ 毎月 お菓子・コーヒー提供 

スイーツタイム さかえ 5、6、8、12 月 デザート提供 

親睦旅行 さかえ 12/6 バス旅行 

クリスマス会 つかさ 12/22 プレゼント提供 

忘年会・クリス

マス会 
えかく･かずえ 12 月 11 日 

おやつ、ビンゴ大会

(café mikke にて) 

鏡開き 

さかえ 1/9 

お汁粉、お菓子提供等 みさと 1/13 

えかく・かずえ 1/9 

二十歳の祝い つかさ 1/19 昼食提供 

節分 

つかさ 2/2 節分豆提供 

さかええかく 2/3 お菓子配布 

さかえ 2/3   〃 

新年会 鞍ヶ池公園 2/6 名鉄ホテルにて食事会 

バレンタイン えかく・かずえ 2/13 お菓子配布 
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ひなまつり えかく・かずえ 3/3   〃 

お楽しみ食事会 さかえ 3/24 昼食提供 

パレットルーム 

お楽しみ会 
さかえ 3/27 お菓子等提供 

ホワイトデー えかく・かずえ 3/13   〃 

外食体験 つかさ 3/24～27 外食費提供 

お疲れさま会 

・20 歳のお祝い 
えかく・かずえ 3/17 食事会(mikke にて) 

 

(11）工賃向上の取組み 

・SELP 部会（目標工賃達成指導員）の定例開催 

毎月 SELP 部会を開催し、工賃向上計画の進捗状況等の情報共有と連携を図った。併せて 

外部からの委託業務受注を推進し安定した仕事の確保に努めた。 

・新製品開発に向けた研究と試作 

自主製品調査のため他事業所への視察を行い、新製品の企画立案および試作開発を段階的 

に進めた。 

・地域交流・対面販売の活性化 

感染予防対策を講じた上で、各ジョイナスにて地域交流会を開催。地域住民へ自主製品の 

販売や事業所の PR を積極的に行った。また、企業や地域団体等のイベント・バザーへも 

精力的に参画し、販路の多様化を推進した。 

・SNS の活用による販路拡大 

Instagram 等で自主製品の紹介を行い、新規顧客の開拓および既存販路の確保に努めた。 

・生活介護における作業機会の提供 

生活介護においても、利用者の特性に応じた作業訓練の機会を提供した。作業訓練を通じ 

て得た売上を適切に工賃として還元し、生産意欲の向上と自立支援を促進した。 

 

(12）虐待防止の取組み 

・サービスガイドラインの遵守 

・権利擁護、虐待防止研修会の受講 

   ・各事業所での虐待防止(身体拘束)委員会の定例会開催 

    ・虐待防止セルフチェックシートによる自己点検 

(13）合同事業等 

・入所式／4 月 1 日(火) 各事業所／新入所者 2 名 

・ハレハレデー／5 月 10 日(土) 各事業所 

・楽楽運動会／11 月 29 日(土) 豊田市運動公園体育館 

 

(14）感染防止対策の実施 

    ・新型コロナウイルス及びインフルエンザ感染症に対し、全職員へ抗原検査キットを配 

布した。濃厚接触者又は陽性者が発生した時は、必要に応じて利用者・職員に抗原検査 

を実施し、感染のリスク低減を図った。 
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(15）年間売上・工賃実績推移 

[法人]                （単位：円） 

 

 

 
 
 
 
 
[各事業所]   

＜ジョイナスつかさ＞         (単位：円) 

 

 

 

 

 

 

 

＜ジョイナスさかえ＞         (単位：円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ジョイナスふれあい･みさと＞     (単位：円) 

 
 
 
 
 
 
 

＜鞍ヶ池公園＞             (単位：円) 

 
 
 
 
 

※ジョイナスさかえ西山公園は、令和 3 年度より従たる事業所 

を廃止し施設外就労となりました。 

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 9,558,305 10,210,445 38,606,058 58,374,808 19,685

令和4年度 10,005,465 10,700,625 39,572,666 60,278,756 20,912

令和5年度 9,556,938 13,542,022 38,022,254 61,121,214 23,963

令和6年度 10,502,156 16,278,161 39,777,154 66,557,471 27,545

令和7年度 11,540,307 17,334,542 40,974,799 69,849,648 29,049

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 1,347,698 2,159,800 8,093,800 11,601,298 19,685

令和4年度 1,295,539 2,219,264 8,234,600 11,749,403 20,912

令和5年度 673,171 3,512,588 8,492,000 12,677,759 23,963

令和6年度 1,588,456 3,958,692 9,802,496 15,349,644 27,545

令和7年度 1,688,724 4,229,672 9,729,863 15,648,259 30,899

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 1,267,665 250,302 8,948,479 10,466,446 20,073

令和4年度 1,372,886 220,618 9,230,530 10,824,034 22,797

令和5年度 1,574,477 240,090 9,557,314 11,371,881 25,935

令和6年度 1,266,172 426,079 9,631,654 11,323,905 26,859

令和7年度 1,386,663 577,145 9,963,545 11,927,353 30,196

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 4,791,695 276,960 363,177 5,431,832 13,908

令和4年度 5,184,713 264,961 366,220 5,815,894 14,889

令和5年度 4,971,192 573,780 1,117,957 6,662,929 19,045

令和6年度 5,125,189 646,871 822,529 6,594,589 21,848

令和7年度 5,685,961 860,572 1,532,747 8,079,280 22,963

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 990 45,920 6,933,210 6,980,120 28,085

令和4年度 5,775 51,320 7,030,962 7,088,057 29,844

令和5年度 8,415 82,990 7,092,158 7,183,563 33,170

令和6年度 660 71,620 7,723,321 7,795,601 34,079

令和7年度 12,650 63,108 7,398,586 7,474,344 36,836
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＜ジョイナスえかく＞              (単位：円)         

 

 

 

 

 

 

 

＜ジョイナスかずえ＞                 (単位：円) 

 
 
 
 
 
 
 
＜ジョイナスたかおか＞              (単位：円) 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ジョイナスたかおか毘森公園は、令和 3 年度より従たる事業 

 所を廃止し施設外就労となりました。 

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 987,531 1,247,518 0 2,235,049 11,821

令和4年度 970,150 1,364,150 0 2,334,300 14,880

令和5年度 993,117 1,349,504 0 2,342,621 17,190

令和6年度 1,157,885 1,268,234 0 2,426,119 18,671

令和7年度 993,711 1,438,512 0 2,432,223 22,297

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 0 5,222,772 10,534,700 15,757,472 25,818

令和4年度 0 5,577,394 10,866,900 16,444,294 29,078

令和5年度 49,395 6,694,717 7,801,996 14,546,108 29,628

令和6年度 40,992 8,840,987 7,711,000 16,592,979 29,211

令和7年度 48,510 8,935,266 8,142,200 17,125,976 38,007

請負 自主 委託 合計 平均工賃

令和3年度 1,162,726 1,007,173 3,732,692 5,902,591 20,586

令和4年度 1,176,402 1,002,918 3,843,454 6,022,774 22,552

令和5年度 1,287,171 1,088,353 3,960,829 6,336,353 25,103

令和6年度 1,322,802 1,065,678 4,086,154 6,474,634 26,181

令和7年度 1,724,088 1,230,267 4,207,858 7,162,213 28,519
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(16) その他の活動 

開催名 開催日 主催者 参加事業所等 

とよたガーデニングフェスタ 4/25～4/27 
とよたガーデニングフェ

スタ実行委員会 

さかえ､みさと､鞍

ヶ池公園、たかお

か(毘森公園) 

春のこども祭り 5/18 高岡交流館 えかく G 

田植え体験会 5/18 トヨタ車体（株） たかおか 

豊田市地域文化広場定期販売 4、7、3 月 豊田市地域文化広場 えかく G 

トヨタ自動車本工フェスタバ

ザー 
6/1 

トヨタ自動車（株）HUREI

本工支部 
つかさ 

豊田市博物館ミュージアムマ

ルシェ 
6/1 

豊田市博物館カフェミツ

バチ 
えかく 

豐田南文化祭 6/4 豐田南高等学校 かずえ(mikke) 

上郷つなぐカフェ 
5～6 月、 

10～2 月 
上郷交流館 えかく G 

すえのはら縁 joy サロン 
6～7 月、 

10～2 月 
末野原交流館 えかく G 

元町工場夏祭り 7/5 
トヨタ自動車(株)元町工

場 
ふれあい・みさと 

マイタウンおいでん 7/6 おいでんまつり実行(委) ふれあい G 

第 21 回障がい者交流ダーツ

大会 
7/19 大豊工業(株) さかえ 

豊寿園定期販売 
4、7、8、 

10～12 月 
老人福祉センター豊寿園 えかく G 

こども食堂 8/17 みんなのげんき食堂 かずえ(mikke) 

梅坪台ふれあいまつり 
8/24、

10/5、11/1 

梅坪台ふれあいまつり実

行委員会 
さかえ 

エコットフォーラム 2025 8/24 
豊田市環境学習施設 

エコット 
えかく G 

高岡ファンまつり 9/20 高岡コミュニティセンター えかく G・たかおか 

わいわい文化 Day 9/21 永覚自治区 えかく G 

介護センタースミレ納涼祭バ

ザー 
8/25 介護センタースミレ つかさ 

崇化館交流館夢フェスタ 9/6､9/27 
崇化館夢フェスタ実行委

員会 
さかえ 

収穫イベント 10/5 トヨタ車体(株) 
ふれあい、みさ

と、たかおか 

上郷 GOGOフェスティバル 10/5 上郷交流館 えかく G 

堤工場秋フェスタ 2025 10/5 トヨタ自動車（株） たかおか 
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第 34 回東海北陸･みよし矯正

展 
10/18～19 名古屋刑務所 ふれあい G 

上郷工場秋祭り 10/19 トヨタ自動車上郷工場 さかえ 

トヨタ自動車本工駅伝大会バ

ザー 
10/19 

トヨタ自動車（株）HUREI

本工支部 
つかさ 

けやきフェスタ 10/26 豊田市地域文化広場 えかく 

たかおか地域交流会 10/25 ジョイナスたかおか 
つかさ､さかえ､か

ずえ 

ふれあいマルシェ 10/27 ジョイナスふれあい Gr ふれあい G 

ピアランド祭り 11/1 ハートランド豐田の杜 たかおか 

美里ふれあいフェスタ 11/2 美里交流館 みさと、鞍ヶ池 

末野原ふれあいまつり 11/2 末野原交流館 えかく G 

秋まつり 10/26 大豊工業株式会社 ふれあい 

高橋ふれあいまつり 10/26 高橋交流館 鞍ヶ池 

朝日丘交流館祭バザー 11/2 朝日丘交流館 つかさ 

井上幼稚園バザー 11/3 井上幼稚園 さかえ 

つかさフェスタ 11/16 ジョイナスつかさ つかさ、さかえ 

TABふれあいフェス 11/16 トヨタ車体（株） 
みさと、鞍ヶ池公

園、たかおか 

みなみ福祉まつり 11/16 みなみ福寿園 えかく G 

メモリークリスマスinたかおか 12/7 
高岡コミュニティセンタ

ー 
かずえ(Mikke) 

クリスマスマーケットin前林交

流館 
12/7 前林交流館 えかく G、たかおか 

ほっこり冬マルシェ 1/31 前林交流館 たかおか 

波岩マルシェ 12/13 杜若高校 さかえ 

わくわくがいっぱい!チャレンジ

体験型イベント 
12/13 ジョイナスえかく･かずえ えかく G 

第 28 回豊田市障がい者作品

展出展 
12/6～14 豊田市 

つかさ､さかえ､ふ

れあい､みさと､え

かく G､たかおか 

とよた元気まつり 12/20 
とよた元気まつり実行委

員会 

つかさ､さかえ､ふ

れあい 

2025 けやきクリスマス 12/21 豊田市地域文化広場 えかく G 

エコットミュージックデイプ

レミアム 
2/14 

豊田市環境学習施設エコ

ット 
えかく G 
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ジョイナスつかさ＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用人数推移 

 

 

 

 

 

 

2 支援業務 

（1）日中活動支援                        

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 

請負作業 施設内 

施設外就労 福祉センター、介護センタースミレ 

地域環境美化 周辺自治区 

本人委員会 

（毎週月曜日） 

広報委員会 活動室 2 

弁当委員会 食堂 

KITTO 工房 活動室 1 

運動クラブ 多目的室 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                          

・挨拶や言葉遣いなど社会生活面での支援 

・手洗い、手指消毒の声掛け、昼食後の歯磨き指導、身だしなみ、気温に合わせた服装、爪や

ハンカチの週 1 回チェックなど衛生面での支援 

・栄養指導や１日２回検温など健康面での支援 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援）  

活動の種類 時期・回数 

誕生日会（該当者有りの月） 毎月第 4 月曜日・9 回 

小さな写真展見学 4/20～23 

ハレハレデー 5/10 

買い物体験 10/20～24 

お楽しみ会 10/27、2/2 

買い物体験 11/26～27 

忘年会 12/8 

障がい者作品展見学 12/9～12 

クリスマス会 12/22 

二十歳を祝う会 1/19 

節分豆まき 2/2 

外食体験 3/24～27 

96% 96%95% 97% 97%

5月 6月 7月 8月

23 23 23 23 23 23.0名

3月 月間平均

 登録利用者数 23 23 23 23 23 23 23

9月 10月 11月 12月 1月 2月定員＝20名 4月

21 20.3日20 22 20 20 19 18 開所日数 21 21 21 23 17

96.2% 出勤率 96% 95% 97% 98% 95% 95% 97%
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3 実習実績（延べ人数） 

 

 

 

 

 

 

4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名 

つかさファーム作業 4 月～翌 3 月(火・金曜日) 佐藤様 

    〃 9 月～翌 3 月(火曜日) 三機テクノサポート(株)様 5 名 

ハレハレデー同行 5/10(土) 中前様、鈴木様 

つかさフェスタサポート 11/16(日) 
三機テクノサポート(株)様 5 名、 

原様、中前様、鈴木様 

 

5 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

地域のゴミ拾い 4 月～3 月 
1 時間かけて事業所周辺を回り、燃えるゴ

ミ・ペットボトル・空き缶等を回収 

 

6 地域との交流・連携等 

活動名 活動時期 活動内容 

つかさフェスタ 11 月 16 日(日) 地域住民との交流及びバザーでの物品販売 

 

7 まとめ 

（1）重点目標結果 

① 地域と共に誰もが地域社会の一員として参加し

やすい地域づくり 
達成率 95％ 

目 標 

(1) 近隣の方にジョイナスつかさのことを知ってもらい開かれた事業所になるよう、

フェンスに設置した掲示板を年 4 回更新し、事業所商品の紹介やイベントの情報

を発信する他、地域交流会を年 1 回、喫茶キートスを月 1 回開催します。 

(2) 週 1 回、近隣及び施設周辺のゴミ拾いを実施し、地域の環境美化への協力と、利

用者さんが地域を知る機会を提供します。 

(3) 多くの人にジョイナスつかさを知ってもらうために新たに SNS を開設し、ブログ

やインスタがリンクできるようにします。また、「ちょいサポ」事業を広く知って

もらうために、交流館や自治区等にチラシの掲示や回覧をお願いします。 

結 果 

(1) 掲示板は自主製品や野菜等、おすすめ商品が変わる時に更新し、キートスの開催

日等の行事や作業の様子については月 1 回のペースで更新することができた。喫

茶キートスは毎月第 2 火曜日に開催した。地域の方でも入りやすいよう開催日に

外に置ける看板を製作した。地域交流会は 11 月に開催し、飲食や自主製品の販

名

3月 合計

企業実習

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

12 12 12 12 9 144名

名

職場就労体験 12 15 12 12 9 12 15

企業面接
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売、太鼓の演奏や抽選会を行い、地域の方にも来場して楽しんでいただけた。 

(2) 真夏の暑さが厳しい期間を除き、近隣や施設周辺のゴミ拾いを実施。真夏は天候

を見て施設周辺のゴミ拾いや草取りを実施した。 

(3) インスタには画像だけでなく草取りの様子の動画も掲載し、作業の様子や成果が

分かりやすい工夫をした。「ちょいサポ」のチラシを育成会だよりと一緒に育成

会会員や地域の方に配布した。 

② 自分の意思や権利を主張できる、本人による本人

の為の活動の活発化 
達成率 95％ 

目 標 

(1) 週に 1 回行っている本人委員会では新たに挑戦したいこと、得意なことに取り組

んでいただき、利用者さんの「やってみたい！」を応援します。 

(2) 意思決定支援として意思表示をしやすい工夫をし、朝や帰りの会、本人委員会な

どの場で、自分の意見を言う機会、他者の意見を聞いて話し合う機会や、行事の

企画に主体的に参加する場を提供します。 

(3) 利用者さん一人ひとりのやりたいことや将来の夢を叶えられるよう、自立に繋が

る個別支援計画を作成し、実施します。 

結 果 

(1)週 1 回の本人委員会の時間では、それぞれの委員会で利用者さんのやりたいこと 

やこれからの活動について意見交換ができる機会を提供した。 

(2)帰りの会で今日頑張ったことなどを一人ずつ答えてもらう取り組みや、今月の目 

標を毎月、利用者さんの意見を聞きながら決める取り組みを継続した。 

(3)アセスメントやモニタリング時にニーズや意思が汲み取れる工夫をし、個別支援 

計画作成時には環境を整え自立を促すことを意識した支援計画を作成した。「つ 

かさの仲間」の取り組みを日々意識してもらえるよう、今月の目標に取り入れた。 

周りとの関わりで互いに支え合ったり認め合う様子が見られるようになった。 

③ 生活の質の向上を目指した支援の質の向上 達成率 95％ 

目 標 

(1) 利用者さんの特性に合った作業の提供や治具を作成することで生産性の向上に

つなげます。 

(2) 「伝える、見せる、練習する、褒める」支援を行うことで利用者さんのエンパワ

メントを促し、働く意味の理解とスキルアップにつなげます。 

(3) 昼食作りやその後の片づけを毎日実施し、利用者さんの調理スキルや洗濯など

IADL の向上につなげます。 

(4) ちょいサポ事業に関われる利用者さんを増やせるよう、参加を積極的に促すとと

もに、職員は研修受講や資格を取得して 1 日に複数件受注ができる体制作りをし

ます。 

結 果 

(1) 作業分担表を毎日作成している。利用者さんの特性に合わせた治具や、作業に集

中できるような環境を整えることで生産性が向上した。 

(2) 利用者さんそれぞれの目標や特性を考慮した上で作業内容や作業量を提示し、頑

張ることができた時には積極的に褒めることで、次への意欲につなげることがで

きた。 

(3) 昼食作りを毎日実施し、買い出しや調理補助、片付けに関わっていただいた。利

用者さんの得意を生かす役割を任せることで、スキル向上につながっている。 

(4) ちょいサポは 32 件受注、41 日間作業し、17 名の利用者さんが参加した。ラリー

ジャパンコース沿いや墓地の草取りなど依頼内容の幅が広がった。 
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ジョイナスさかえ＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用人数推移 

【ジョイナスさかえ】 

 

 

 

 

 

 

【西山公園】 

 

 

 

 

 

 

2 支援業務 

（1）日中活動支援                             

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 

請負作業 施設内 

自主製品作成 施設内 

施設外就労 パルク・けやきワークス清掃、西山公園清掃 

花壇の整備 朝日ヶ丘交流館 

本人委員会 
クラブ活動(1 回/月) サンアビリティーズ 

調理活動(3～5 回/月) 食堂 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援） 

・清掃時間での、技術向上支援 

・昼食後の歯磨き支援 

・栄養指導や 1 日 2 回検温等健康面での支援 

・利用者会議などを開催し、利用者さんへの意思決定支援 

・毎週月曜日の「身だしなみ検査」にて服装や爪、ハンカチの有無を確認と日々の身だしなみ

支援 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援） 

活動の種類 時期・回数 

ハレハレデー 5/10 

スイーツタイム 5/2、6/27、7/4、8/8、12/20 

西山公園おたのしみ会 5/27、7/29、9/30、11/25、12/28、3/24 

97% 93% 93% 90% 92% 91% 出勤率 93% 93% 93% 94% 83% 83% 91.1%

17 20

17 17 17 17 17.0名

 開所日数 21 21 21 23 18 21 20.3日22 20 20 19

 登録利用者数 17 17 17 17 17 17 17 17

定員20名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月

 出勤率 102% 81% 100% 94% 102% 98% 97% 97% 102% 97% 98% 101% 97.1%

19 20 20.3日21 20 23 18 19 22 21 19 20

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月間平均

3 3 3 3 3 3

4月 5月 6月 7月

 登録利用者数 4 4 3 3 3 4 3.3名

 開所日数 21
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3 実習実績（延べ人数） 

 

 

 

 

 

4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

本人活動発表会 5/20 慈恵福祉保育専門学校生 3 名 

施設草取り等環境美化 9/23 朝日丘地区民生委員 12 名 

 

5 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

地域のゴミ拾い 4 月～3 月 
月に 1 回程度、1 時間かけて地域を周り、燃える

ゴミ・ペットボトル・空き缶等を回収 

交通安全立哨活動 毎月ゼロの日 交通安全の呼びかけ 

期日前投票 7/15、2/4 
希望される方に引率し、市役所にて選挙管理委

員の説明のもと投票をおこなって頂く 

 

6 地域との交流・連携等  

活動名 活動時期 活動内容 

ガーデニングフェスタ 
4/25～4/27 

西山公園にて開催され、清掃や雑務を通して運

営に携わる。法人としての出店販売 

崇化館夢フェスタ 9/28 
地域住民との交流及びバザー等物品販売。前日

準備や実行委員会への参加 

よっていきん祭 10/24 
けやきワークス様との共同開催。地域住民との

交流及びワークショップ、バザー等物品販売 

梅坪台ふれあいまつり 
11/2 

地域住民との交流及びバザー等物品販売。前日

準備や実行委員会への参加 

七夕ランチ 7/4 

おたのしみ食事会 3/24 

障がい者作品展鑑賞＆外食 12/9～10、12 

さかえ忘年会 12/23 

初詣 1/5～6 

西山公園新年会 1/16 

節分 2/3 

喫茶ゼルコバ外出 3/16～19 

西山公園入所式 3/24 

年度末お楽しみ会 3/27 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

17名3 10

屋内実習 7 7名

屋外実習 4

合計
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7 まとめ 

（1）重点目標結果 

① 地域と共に誰もが地域社会の一員として参加し

やすい地域づくり 
達成率 95％ 

目 標 

(1)利用者さんと一緒に地域での自立した生活を考えていき、仲間や他者を思いやり 

共生していくための学びや、地域資源を活用して自立に向けた学習の機会を毎月

実施していきます。 

(2)参加するイベントや行事に自主製品販売だけでなく、ワークショップの開催をお 

こない、地域の人々とのふれあいの機会に重点を置き、事業所への PR に結び付け

ていきます。また、参加をするだけでなく、運営のサポートができるように関わっ

ていき、地域に根差し、地域との共生に取り組む事業所を目指します。 

結 果 

けやきワークス様と協働で「よっていきん祭」を開催し、地域住民や福祉関係者の

方々に事業所の見学やワークショップ、自主製品の販売、パンフレットの配布を通し

て PR に繋げた。また、ガーデニングフェスタでは清掃スタッフとして、地域の交流

館祭では実行委員会や準備に参加して運営に携わることができた。自立に向けた学

習会は延べ 12 回と実施したが、毎月は行うことができなかった。 

② 自分の意志や権利を主張できる、本人による本人

の為の活動の活性化 
達成率 100％ 

目 標 

(1)利用者会議で昼食での希望のメニューを聴き取り、毎月 1 回以上は利用者さんの 

意見をメニューに反映した昼食作りを実施していきます。 

(2)利用者さん自らが可能な限り意思を表出できるよう、職員会議等で意思決定支援 

についての勉強会の機会を毎月おこなっていき、意思決定支援への意識を高めて 

いきます。 

結 果 

さかえランチの日を設けて、利用者さんと一緒に昼食作りを年間 21 回実施した。メ

ニューは、利用者会議等で利用者さんの意見を反映し取り組んだ。また、行事やイベ

ント等では、事前に利用者会議を開催して利用者さんの意見を活動に反映した。 

③ 情報公開等による、事業運営の透明性の確保 達成率 90％ 

目 標 

(1)ブログだけでなく Instagram での情報発信も同時におこなっていき、動画の活用 

も検討しながら日々の事業所の活動等を魅力あるよう工夫し、発信をおこなって 

いきます。 

(2)事業所として参加する地域のイベント行事への告知を事前にブログや Instagram 

で積極的におこなっていきます。 

結 果 

イベントの開催前に告知や自主製品の PR を Instagram で投稿をおこなった。しか

し、投稿する職員に偏りがあり、不慣れな点が見受けられた。動画の投稿をおこなう

前に、Instagram 投稿について職員への周知と意識付けが必要であった。また、ブロ

グは 13 回/年の投稿数であったが、ブログも投稿する職員が偏っていたため意識付

けが必要だった。 
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ジョイナスふれあい＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用人数推移 

 

 

 

 

 

 

2 支援業務 

（1）日中活動支援                             

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 

請負作業 作業室、食堂 

施設外就労 若園公園、古瀬間墓地公園 

自主製品製作 作業室 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                             

手洗いの徹底化、定期的な消毒、マスクの着用を心がけ、日中の検温により感染症対策をふま

えた健康管理の実施を行っています。 

ふれあい独自の「VR ふれあい」を行うことで、個別支援計画の目標を明確化しています。 

毎月 10 日をセンキューの日として設定し、利用者さん・職員でありがとうのカードを作成し、

交換する日を設け、仲間としての意識を高めています。 

交代で公共交通機関を使い、給与明細の受け取りに行っています。 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援）  

活動の種類 時期・回数 

誕生日会 
4/15・5/20・6/17・7/15・8/19・9/16・11/18・

12/16・1/20・2/17 （計 10 回） 

お楽しみ会 3/3  

カレンダー作り 毎月最終出勤簿（年 12 回） 

Ｊ＆Ｊカフェ 
4/23・5/29・6/26・7/24・8/28・9/25・10/23 

11/27・12/24・1/29・2/26・3/26 

買い物体験（バレンタイン） 年 1 回（2/4～13） 

外食 1/5 

お花見 実施なし 

七夕会 7/7 

障がい者作品展見学 12/10 

クリスマス会 12/24 

年賀状作り 12/26 

初詣 1/5 

97% 99% 99% 99% 99% 98% 出勤率 99% 99% 99% 101% 98% 98% 98.8%

17 20

17 17 17 17 17.0名

 開所日数 21 21 21 23 18 21 20.3日22 20 20 19

 登録利用者数 17 17 17 17 17 17 17 17

定員＝20名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月
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節分 2/3 

ひな祭り 3/3 

 

3 実習実績（延べ人数） 

 

 

 

 

 

4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

ハレハレデー同行 5/10 トヨタ車体(株)様、大豊工業(株)様 

 

5 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

環境美化活動 4 月～5 月、2 月～3 月 事業所周辺のごみ拾い 

交通安全立哨活動 実施なし  

 

6 地域との交流・連携等 

活動名 活動時期 活動内容 

崇化館夢フェスタ 9/28(日) 
崇化館交流館で開催。 

自主製品販売をさせていただく。 

ふれあいマルシェ 10/27(月) 地域住民との交流、自主製品販売、他事業所交流 

 

7 まとめ 

（1）重点目標結果 

① 利用者のエンパワメントを引き出す意思決定支援 達成率 95％ 

目 標 

(1)利用者さんの意見を肯定し、受け止める環境を作ります。 

(2)個別支援計画モニタリング会議ではできないことだけに着目せず、成長した点に 

着目し、褒める支援への意識作りを行います。 

(3)利用者会議や、事業所行事等、利用者主体となるように様々な場で選択肢の提供 

や、利用者さんが活躍できる場を作っていきます。 

(4)VR ふれあいシステムを活用し、利用者さんが自信を持って事業所生活を送ること 

ができるようにしていきます。 

結 果 

・日々の振り返りの時間に利用者さんと職員みんなで振り返りを行うことで、でき

たことへの自信がついたり、難しかった時は励ます体制を取ることができた。 

・行事等に利用者実行委員を募ることで、職員主体で準備していたことが利用者さ

ん主体で行えるようになってきた。 

② 互いに尊重しあう仲間と共に築き上げる笑顔の 

場「ジョイナス」の推進 
達成率 100％ 

名屋外実習

屋内実習 3名3

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
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目 標 

(1)毎月 10 日を「センキューの日」と設定し、利用者さん職員共にありがとうカード 

の作成を行い、相手に渡していく事で尊重し合える仲間の関係性を作っていきま 

す。 

(2)ふれあいグループとして、ジョイナスみさと・鞍ヶ池公園との交流を活発化させ 

ます。利用者・職員共に実習等の交換交流・行事・イベントへの共同参加をし、 

ふれあいグループとしての仲間意識の向上を図っていきます。 

結 果 

・「センキューの日」の実施により、相手を思いやる気持ちや感謝の気持ちを伝える

機会ができ、利用者さん自身の優しさを見ることができている。また、持ち帰って

確認した保護者からも「うちの子に嬉しい言葉を書いてくださって自分も嬉しい」

と意見をいただいた。 

・鞍ヶ池やみさとへ作業実習に行ったり受け入れをした。年始の挨拶等の交流を実

施することができた。 

③ 地域社会での自立した生活を送ることができる 

支援体制の構築 
達成率 100％ 

目 標 

(1)年 6 回、事業所周辺のごみ拾いに出かけ、社会貢献を行うと共に地域へ出る機会

を設けます。 

(2)公共施設やスーパーやお店等に出掛ける機会を設け、自立に向け様々な経験が出

来る時間を作っていきます。また、その際に公共交通機関を利用し、移動手段の

可能性が増やせる支援を行います。 

結 果 

・1～3 月に週 3～5 回程、事業所周辺のごみ拾いを行った。 

・毎月の利用者給与明細の受け取りに名鉄電車を利用し、育成会事務局に受け取り

に行った。 

・行事等でのイベントで使用するものを買いに利用者さんと職員で出かけた。 
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ジョイナスみさと＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用者人数推移 

 
 
 
 
 
 
2 支援業務 

（1）日中活動支援                             

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 

請負作業 作業室 

施設外就労 若園運動広場、古瀬間墓地公園 

神池自治区清掃作業 神池団地 

下林会館清掃作業 下林会館 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                             

・挨拶の励行、身だしなみ・服装のチェックおよび助言。 

・歯磨き、うがい、手洗い、消毒、検温の励行およびチェック、助言。 

・正しい言葉遣い、人と話す際の距離の取り方等の助言。 

・交通ルール、食事等マナーへの助言。 

 

（3）生活活動支援（社会参加・コミュニケーション支援）   

活動の種類 時期・回数 

写真展見学 4/15 

選択弁当 4､6､8､9､10､11､12､1､3 月 

お楽しみ会 4､7､12 月 

障がい者作品展見学 12/9 

初詣・食事会 1/5 

買い物 7/8、3/23～3/25 

出前講座 7/6、1/14 

 

3 実習実績（延べ人数） 

 

 

 

 

 

 

定員＝10名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月

8 8.9名

 開所日数 21 21 21 23 18 21 20.3日22 20 20 19

 登録利用者数 9 9 9 9 9 9 9 9

17 20

9 9 9

 出勤率 100% 98% 98% 97% 85% 98% 95.0%97% 93% 94% 100% 96% 82%

0名0 0 0 0 0 0

屋内実習 0 0 0 0 0 0 0名

屋外実習 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
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4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

ハレハレデー同行 5/10 トヨタ車体(株)様、大豊工業(株)様 

楽楽運動会 11/29 
豊田地域看護専門学校様､トヨタ車体(株)様､

やぐら太鼓様 

 

5 社会貢献活動  

活動名 活動時期 活動内容 

環境美化活動 6、11、1、3 月 近隣公園ごみ拾い 

交通安全立哨活動 4～7 月、9 月、11 月～1 月、3 月 交通安全の呼びかけ 

 

6 地域との交流・連携等 

活動名 活動時期 活動内容 

トヨタガーデニングフ

ェスタ 
4/26(土) 地域住民との交流及びバザー等物品販売 

ふれあいマルシェ 10/27(月) 地域住民との交流及びバザー等物品販売 

みさとフェスタ 11/2(日) 地域住民との交流及びバザー等物品販売 

 

7 まとめ 

（1）重点目標結果 

①自分の意思や権利を主張できる、本人による本人

の為の活動の活発化 
達成率 85％ 

目 標 

(1)「やれないだろう」ではなく「やれるかもしれない」という思いを持って支援し、

利用者さんの可能性を広げます。 

(2)「自分から率先して聞く・動く」「自分たちで考える」ことを尊重し、自分の意見

が言いやすい環境作り、雰囲気づくりを行っていきます。 

(3)行事の計画時に利用者会議を開き、役割分担をつくります。利用者さんが主体で

会を進められるようにしていきます。 

結 果 

(1)お金の学習や生活に必要な掃除、洗濯、食事に関することなど少し難しいと思

われることでも挑戦していただくように支援してきた。取り組もうとする姿勢や

少しでもできたことを褒め、わからない時ややり方が違っているときは職員が一

緒に行うことで少しずつできるようになっている。 

(2)みさとでは自分でやるべきことを考えるように声かけをした。わからないとき

や困っている時は職員が提案したりヒントを出したりし、次に何をするべきか考

えていただき、次に自分のすべきことを進んで行えるようになってきている。ま

た曜日や時間、状況を見てごみ集めをしたり、入荷した材料を順番に受け取り所

定の位置に準備したりできるようになった。 

(3)利用者会議では事前に職員と打合せをし、利用者に司会進行をしてもらった。

意見を出すことが難しい人にはどの意見がよいか選んでいただくかたちで参加し

ていただいた。 
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②地域と共に誰もが地域社会の一員として参加しや

すい地域づくり 
達成率 95％ 

目 標 

(1)交通安全立哨活動を毎月 1 回、地域のゴミ拾いを年 6 回行い地域貢献に努めま

す。活動の中で挨拶や会話を通じて地域住民と交流ができる機会を増やします。 

(2)地域との交流や居場所づくり、事業所の PR ができるように 10 月にふれあいグル

ープでバザーを開催する計画を立てていきます。（計画は月 1 回集まる） 

結 果 

(1)交通安全立哨活動は年間 9 回、地域のごみ拾いは年 6 回行った。活動中は地域住

民への挨拶を心がけるように声掛けをし、通行人に対して挨拶をした。 

(2)10 月にスマイリングと morimori factory に出店依頼し、ふれあいフェスタを開

催した。平日に開催したことで普段バザーに参加が難しい利用者さんの参加がで

きた。 

③生活の質の向上を目指した工賃の向上 達成率 95％ 

目 標 

(1)新たな作業工程にチャレンジする機会を設けます。治具の作製や助言・練習を繰

り返し行うことでできる作業工程を増やし、仕事に対する意欲をもてるようにし

ます。 

(2)新たな自主製品として花苗や野菜苗を栽培、販売していきます。自分たちの育て 

た苗を販売し、労力に対する対価をいただくことで喜びを感じられるようにしま 

す。 

(3)施設外就労や事業所の掃除を通して技術を身に付け、生活の中に役立てるように

します。 

結 果 

(1)今までに行ってきていなかった作業工程に挑戦し、できる工程を増やした。治具

は使わず感覚で作業を覚えていただくために繰り返し説明と確認を繰り返した。

治具を使用しないことで作業スピードを上げることができた。また複数の作業が

できるようになったことで作業のない時間を減らすことができ、利用者さんの作

業に集中できる時間が延びた。 

(2)令和 7年度のはじめの苗の栽培は職員の声掛けで屋外に出したり水やりをしたり

していたが、令和 8 年度に向けての栽培では、利用者さんが自主的に行うように

なり、植物を大切に育てることや責任感が身についている。米の販売は容器への詰

め作業、計量、ラベルづくりなどに携わっていただいた。秋のみさとフェスタやふ

れあいフェスタ等のバザーでお客様に直接販売することができた。 

(3)下林会館、洗面台や便器の掃除、階段・通路の掃き掃除、モップ掛け、扉や壁の

拭き掃除等の掃除を行っている。道具の持ち方や使い方、掃除の順番、気を付ける

ポイントなどを助言している。 
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ジョイナスふれあい鞍ヶ池公園＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用者人数推移 

 

 

 

 

 

 

2 支援業務 

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 
清掃、除草、ゴミ拾い、溝掃除 公園内全体 

清掃 豊田市動物愛護センター 

 

(2)日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                             

・模擬硬貨を使用したお金の学習や漢字学習、持っている携帯電話の通話練習、気持ちよい 

挨拶の仕方、体を動かす習慣を付ける等サービス等利用計画や個別支援計画の目標や本人が 

やりたいこと、なりたい自分をめざし毎日 VR の時間を利用して取り組んだ。 

また活動の中で 1 日 2 回の検温、手洗い、洗濯、食器洗い、お茶作りなどの支援を行った。 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援）   

活動の種類 時期・回数 

誕生日会 (対象者のある月) 4、8、11、1、3 月 

ハレハレデー 5/11 

七夕会 7/7 

お楽しみ外出モリコロパーク 11/6  

楽楽運動会 11/29  

クリスマス会 12/24  

出前講座 6/19、1/14  

ふれあい G 交流会 1/5  

本人活動 月 2 回程度 

 

3 実習実績（延べ人数） 

 

 

 

 

 

 

 

99% 99% 101% 99% 100% 99% 出勤率 102% 99% 90% 92% 96% 96% 411.8%

17 20

9 9 9 8 9.3名

 開所日数 21 21 21 23 18 21 20.3日22 20 20 19

 登録利用者数 10 10 10 10 9 9 9 9

定員＝10名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月

屋内実習 4名2 2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

6名実習受入 3 3
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4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

ハレハレデー同行 5/10 トヨタ車体(株)様、大豊工業(株)様 

楽楽運動会 11/29 豊田地域看護専門学校様､トヨタ車体(株)様､

やぐら太鼓様 

 

5 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

交通安全立哨活動 毎月(0 のつく日) 交通安全の呼びかけ 

地域のゴミ拾い活動 年 3 回 近隣地区のゴミ拾い 

ボランティア作業 年 4 回 ぼらんてぃあだよりの発送作業 

 

6 地域との交流・連携等 

活動名 活動時期 活動内容 

ふれあいマルシェ 10/27（月） 地域住民との交流、自主製品販売、他事業所交流 

 

7 まとめ 

（1）重点目標結果 

① その人らしい生活が営める個別支援計画による

支援の見える化 
達成率 80％ 

目 標 

⑴ VR ふれあいを利用して個々の目標に沿うよう考え、チェック表、治具・道具、イ 

ラストなどを用いて、生活に必要なスキルをわかりやすく身につけられるよう支

援します。 

⑵ ひとりひとりの強みを活かせるよう公園・愛護センター掃除、自主製品（リメイ 

ク缶・花苗作成・販売）などあらゆる分野で全員が活躍できるようにするために、

チャレンジする場を作ります。 

結 果 

⑴ チェック表などを用いて、今現在利用者さんがどんな目標に向かって取り組んで 

いるかを、ご本人がわかるように明確にし、繰り返し利用者さんが取り組めるよう

な環境作りを行うことで、自分の目標を意識しながら、作業に取り組めるようにな

ってきている。 

⑵ 新しいことにチャレンジすることを躊躇する利用者さんには、まず職員が行って 

見せたり、いきなりやってみるところからスタートしないよう、利用者さんの様子

を伺いながらスモールステップを踏んで、チャレンジする場に臨めるような環境

を提供することで、「ちょっとやってみよう」という気持ちが出てくる利用者さん

がいらっしゃった。 

② 地域と共に誰もが地域社会の一員として参加し

やすい地域づくり 
達成率 100％ 
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目 標 

(1)地域のゴミ拾い年 3 回、ボランティア活動年 4 回、毎月交通安全立哨活動を行 

い、地域貢献に努めます。 

(2)出前講座年 2 回計画・実行し、地域の社会資源を積極的に活用します。 

(3)地域の方々との交流の居場所づくり、事業所 PR ができるよう 10 月にふれあいグ 

ループバザー開催を行える計画を立てていきます。（月１回集まって計画する） 

結 果 

(1)地域のゴミ拾いは猛暑日を避け目標通りに行うことができた。地域の方々に挨拶 

をすることで事業所の周知も同時に図っている。ゴミを拾いがてら自治区の避難

場所（矢並小）まで足を運び、場所確認を行った。ボランティア活動年 4 回、交通

安全立哨活動はゼロのつく日に毎月行っている。継続して行うことで利用者さん

の中でも活動が定着してきている。 

(2)出前講座一回目は名鉄バスさんに実際来園いただき、バスの乗降・車内でのマナ 

ーの確認を、バスの中で教えていただいた。毎日バス利用する方にとってはマナ

ー、バス乗降の仕方など改めてお話を聞くことで再確認ができた。二回目は消防本

部より「防サイ君」に来園いただき、震度５～６の揺れを体験させていただいた。

それにより防災意識が少し高まってきた。 

(3)10 月末に平日に鞍ヶ池公園、芝生広場にてふれあいマルシェを開催。事前に鞍ヶ 

 池公園周辺の地域の方々へ利用者さんがビラ配りをすることで、開催日の周知を 

図り、集客効果を得ることができた。他事業所さんもバザーにお招きし、交流を図 

ることができたが、さらに今後交流を深めていけるようにしたい。 

③ 生活の質の向上を目指した工賃の向上 達成率 85％ 

目 標 

(1)継続して毎月の皆勤を表彰し、新たに半年皆勤も表彰することで利用者さんのモ 

チベーションアップを心がけ、出勤率の維持に努めます。皆勤賞を受け取ることで

次も頑張るという意欲を掻き立て、皆がずっと過ごせる居場所作りにもつなげて

いきます。 

(2)4 月から 7 月に公園サービスセンター、通年近隣スーパー(2 店舗)にて花苗・多

肉植物販売させていただくことでさらに 15％の売り上げを伸ばせる様努めます。 

結 果 

(1)1 か月皆勤賞は帰りの会にて職員から、半年皆勤賞は管理者よりひとりずつ渡す

ようにしている。鞍ヶ池は出勤率が非常に高く、さらにそれを維持できているの

で利用者さんに「素晴らしい誇りである」ことを都度伝えている。 

(2)花の生長が思うようにいかず、売り上げのことよりもどのように元気な苗を育

てるのか、というところから始めた。使用している土の品質改善、猛暑対策、水

やりの回数なども昨年とは違うやり方で行っていくよう話しを進めることができ

た。 
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ジョイナスえかく＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用者人数推移 

 
 
 
 
 
 
2 支援業務 

（1）日中活動支援                            

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 

受託作業 作業室 

施設外就労 
豊田市こども発達センターおひさま、豊田市立南

部休日救急内科診療所 

自主製品作り 作業室、活動室 

納品・集金 委託店 

バザー 

委託販売､上郷交流館、末野原交流館､豊寿園、地

域文化広場､高岡交流館、前林交流館、みなみ福

寿園、永覚自治区、エコット、豊田南高校 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                             

・1 日 2 回 30 秒手洗いを実施し手洗いの仕方を都度お伝えしている。5 年目となったので習 

慣化しており、丁寧に洗う事や手を拭くまで洗面所の前にいることを都度お伝えしている。

・日常使う言葉（挨拶･質問･報告）を毎朝練習して、利用者さん同士で挨拶の練習や返事が 

 できるように作業や活動を通してソーシャルスキルトレーニングを行っている。自分から 

声をかけられるように継続して訓練していく。 

・掃除の時間では、トイレ掃除などは個別でやり方を訓練し、一つ一つの工程を促しながら取

り組んでいる。箒の使い方や片付けにおいても見本を見せながら訓練している。 

・朝の会時、身だしなみの確認・声掛けを行っている。毎日確認することで、自分でどの部分

が整っていないか意識できるようになった。また、修正もできるようになった。 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援） 

活動の種類 時期・回数 

誕生日会 誕生者のある月 9 回 

利用者会議 5/14、7/23、9/17、12/17 

買い物学習 6/18、11/13 

お花見 4/3、3/30 

お別れ会 7/31、3/31 

末野原小学校授業にて交流 7/4 

83% 86% 81% 81% 86% 82% 出勤率 81% 84% 86% 84% 85% 84% 83.6%

17 20

9 9 9 9 9.0名

 開所日数 21 21 21 23 18 21 20.3日22 20 20 19

 登録利用者数 9 9 9 9 9 9 9 9

定員＝10名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月
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七夕会 7/7 

みんなのげんき食堂手伝い 8/17 

ミッケでの喫茶体験 8/20 

お菓子作り 9/11 

豊寿園交流会（多世代交流） 1/13 

ジョイア永覚訪問 1/6、2/18 

初詣 1/6 

節分 2/3 

お疲れさま会・20 歳のお祝い会 3/17 

 

3 実習実績（延べ人数） 

 

 

 

 

4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

作業補助と利用者さんとふ

れあい 
8/6 西崎様 中学一年生１名 

 

5 社会貢献活動  

活動名 活動時期 活動内容 

交通安全立哨 4/18、5/30 
トヨタ自動車上郷工場前で交通安全

の呼びかけ 

地域のごみ拾い 4/18、5/30 事業所周辺、高架下のごみ拾い 

 

6 地域との交流・連携等 

活動名 活動時期 活動内容 

えかくかずえ合同避難

訓練 
10/14 

えかく・かずえ全体で地域施設を活用した避難訓練

を実施。保護者の方も参加していただいた 

えかく・かずえ合同イ

ベント 
12/13 

「チャレンジ」をテーマに地域の方が楽しんでいただ

けるイベントを開催 

 

7 まとめ 

（1）重点目標結果 

① 自分の意思や権利を主張できる、本人による本人の

為の活動の活発化 
達成率 80％ 

目 標 

(1)様々な人とのコミュニケーション（挨拶や返事、受け答えなど）や日々の活動

を通して、自分で考えて伝える力、聞く力を身に着けているように支援していき

ます（構造化、伝える・見せる・練習する・褒める支援）。 

(2)作業や活動を通して、自己選択・自己決定し実践できる機会を作り、利用者さ

0名0 0 0 0屋内実習 0 0 0 0 0 0 0 0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
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んの意思や権利を大切にしていきます。また、お互いに感謝を伝えられように

支援していきます。 

(3)生活の充実や好きなことと再発見のため、利用者会議を実施しながら、利用者

さんが主体的に取り組めるレクリエーションを実施します。（月に 2 回以上） 

結 果 

(1)毎日の挨拶練習を継続しており、挨拶や話をするときは、相手に体と顔を向け

話を聞く姿勢をとること、返事をするように促しており、繰り返し促すとできる

ようになってきた。バザー参加時や来客時など外部の人に挨拶をする機会が多く

あった。しかし、自分から挨拶やコミュニケーションを取れる方は少ない。 

(2)地域のお店や自動販売機での買い物学習では、自分で欲しいものを選ぶ経験を

重ねた。作業時や日中活動時の、物の受け渡し時の声掛けやありがとうを伝える

タイミングを作っている。 

(3)レクを月に一回以上実施。買い物や近隣施設での活動（末野原小学校での交流

会、子ども食堂手伝い、豊寿園での交流会、ジョイア永覚訪問など）や利用者会

議を行った。 

② 地域と共に誰もが地域社会の一員として参加しやす

い地域づくり 
達成率 80％ 

目 標 

(1)かずえと合同で地域交流イベントを行い（年 1 回）、地域バザー（末野原縁 joy

サロン、上郷つなぐカフェ）や交流館祭に参加することで、事業所を知っていた

だく機会、利用者さんと社会の接点を増やす機会を作っていきます。バザーの際

は、利用者さん主体で参加できる働きかけを行っていきます。 

(2)地域の資源を利用した活動や公共施設を活用した避難訓練を実施し（年 1 回以

上）、地域で安心して過ごせる場所の確保をしていきます。 

(3)地域貢献や社会参加の一貫として事業所周辺のごみ拾いや立哨活動（年 2 回以

上）を行っていきます。外部からのボランティアなどの受け入れや、交流の機会

を持つことで風通しのよい事業所にしていきます。 

結 果 

(1)12 月にかずえと合同で地域イベントを実施し、ワークショップやビンゴ大会を

企画し、利用者さんたちが接客や進行を行った。地域の交流館でのイベントやエ

コット、みなみ福寿園まつりなど多数のイベントに出店し、利用者さんが接客や

チラシ配りを行った。 

(2)10 月に福祉避難所の上郷交流館への経路確認、保護者引き渡し訓練を行った。

ハレハレデーでは電車を利用して豊田市駅周辺へ出かけた。 

(3)4 月と 5 月にゴミ拾いと立哨活動を行い、8 月に中学生のボランティアを受け

入れた。豊寿園での多世代交流会やジョイア永覚での交流を行った。今年初めて、

7 月に末野原小学校の授業に交流として参加し、ボッチャ体験やピアノ演奏、一

緒に歌を歌った。 

③ 生活の質の向上を目指した工賃の向上 達成率 80％ 

目 標 

(1)将来を見据え、仕事を通してソーシャル・スキルが身につくように訓練・支援

していきます。利用者さん同士の声の掛け合いが増えることで、作業意欲向上や

作業の効率化に繋げていきます。 

(2)利用者さんと一緒に、現在ある自主製品の改良や販路拡大、ワークショップを

実施し、工賃向上や利用者さんのやりがいに繋げていきます。 

(3)治具の使用や環境整備を行い、利用者さんが新しい作業工程に挑戦できるよう
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にしていきます。 

結 果 

（1）利用者会議や帰りの会の振り返りでは、一人ひとりに発言してもらっており、

作業中や日中活動時の物の受け渡しなどでは、声を掛け合うことを促している。

ありがとうを言うタイミングを作っている。作業前と後で、みんなでそろって挨

拶することで、作業への意識を高めメリハリがもてるように促している。 

（2）中日新聞に豊田市博物館で販売を開始した石けんについて、利用者さんの作

業の様子を取材していただいた。固形・粉せっけんのパッケージを改良し販売を

開始。12 月の地域イベントや地域文化広場でのイベントにてワークショップを

実施した。きらりの自主製品 BOX を上郷交流館とエコットに設置し販売を開始し

た。 

（3）石けんの包装で、袋入れ、ラベル切りに 1 人の方が挑戦し上達している。シ

ーラー作業では 1 人で空気抜きからシーラーがけまで、1 人の方が挑戦してい

る。ボカシの計量では、量りを色分け表示を付けて、新たに 1 人挑戦している。 
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ジョイナスかずえ＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用人数推移 

 
 
 
 
 
 
2 支援業務 

（1）日中活動支援                            

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 
清掃業務 発達センターおひさま、診療所 

喫茶業務 Café Mikke 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                             

・活動を通してソーシャルスキルトレーニングを行った。仲間と目を見て挨拶、仲間と作業

の相談（考えて答える練習）、活動中の声の掛け合い（後ろ通りますなど声掛けで危険回

避）を行い、生活する上で必要なスキルの向上を行った。 

・時間を見つけて、挨拶の練習を行い、言葉のバリエーションを増やした。 

・清掃、喫茶共に重要となる感染対策を実施。手洗いは個々で対応をして自発的に手洗いが

できるようにパターンで練習をした。 

・月に 1 回、買い物体験を実施。自己選択や金銭の授受の練習の機会となった。 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援）   

活動の種類 時期・回数 

お花見 4/4 

誕生日会 誕生月 計 10 回 

買い物学習 毎月第 4 金曜日 

端午の節句 5/2 

七夕会 7/7 

お別れ会 7/31 

初詣 1/8 

鏡開き 1/12 

節分 2/3 

ひなまつり 3/3 

お疲れ様会､20 歳お祝い 3/17 

 

3 実習実績（延べ人数） 

 
 

定員＝10名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月

8 8.0名

 開所日数 21 21 21 23 18 21 20.3名22 20 20 19

 登録利用者数 8 8 8 8 8 8 8 8

17 20

8 8 8

 出勤率 100% 99% 93% 99% 96% 99% 97.8%99% 98% 95% 96%101.25 99%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

屋内実習 2 1 1 1 1 13名1 1 1 1 1 2
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4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

オカリナ演奏 毎月 1 回 喜多村様 

楽器演奏 毎月 1 回 レモンスター様 

 

5 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

地域のごみ拾い 5/26、6/4 事業所周辺国道沿い 

交通安全立哨 4～7 月、10 月 事業所周辺国道沿い 

 

6 地域との交流・連携等  

活動名 活動時期 活動内容 

合同避難訓練 5/15 おひさま、南部休日診療所と合同避難訓練 

えかくかずえ合同避難 

訓練 

10/14 えかく・かずえ全体で地域施設を活用した避難

訓練を実施。保護者の方も参加していただいた 

えかく・かずえ合同 

イベント 

12/13 「チャレンジ」をテーマに地域の方が楽しんで

いただけるイベントを開催 

豊寿園多世代交流会 1/14 豊寿園、渡刈子育て支援センタ―の方とおしる

こふるまいイベント参加 

 

7 まとめ 

（1）重点目標結果 

④ 自分の意思や権利を主張できる本人による本人の

為の活動の活発化 
達成率 90％ 

目 標 

(1) 様々な人とのコミュニケーション（挨拶や返事、受け答えなど）や日々の活動を

通して、自分で考えて伝える力、聞く力を身に着けているように支援していきます

（構造化、伝える・見せる・練習する・褒める支援）。 

(2)作業や活動で、利用者会議を設けたりコミュニケーションを通して自己選択・自

己決定できる機会を作り、利用者さんの意思や権利を大切にしていきます。また、

自己選択・自己決定したことを実践できるように支援していきます。 

結 果 

(1)様々な特性をお持ちの方がいる中で、それぞれが自分なりに外部の方や仲間と関

わろうとする積極的な姿がたくさん見られるようになった。前期よりステップで

きるように利用者さん個々に合わせて支援を行い、コミュニケーションが苦手な

方には待つ支援を心掛けた。 

(2)利用者さんが主体的に動けるよう役割を作り自分で考えて動ける環境づくりを

行った。また、月 1 回の買い物体験を継続して行い、自己選択・自己決定する機会

を設けることができた。買い物では金種の理解に繋げれた方もいた。利用者さん本

人がやってみたい仕事の体験も定期的に設けることができた。 

⑤ 地域と共に誰もが地域社会の一員として参加しや

すい地域づくり 
達成率 90％ 
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目 標 

(1)地域バザー（末野原縁 joy サロン、上郷つなぐカフェ、豊寿園、地域文化広場）

の継続的な参加（各バザー月 1 回程度）をして、さらなる認知度アップや社会参加

を通して利用者さんのスキルアップや経験にしていきます。 

(2)世代や属性を超えて地域の方が安心して交流できる場所づくりや、様々なチャレ

ンジや体験をすることで可能性が広がる場所づくりをしていきます（体験型イベ

ント年 1 回以上実施）。 

(3)地域の資源を利用した活動や公共施設を活用した避難訓練を実施し（年 1 回以

上）、地域で安心して過ごせる場所の確保をしていきます。 

結 果 

(1)後期はイベントが多く地域のお祭りを始め、市内の公共施設等の販売も多く行う

ことができた。お客様も顔なじみの方が増え、声を掛けてくださる機会も多く、地

域の一員と感じることができた。利用者さんはバザー販売にも慣れ、自発的に声を

出したり、お客様への商品の受け渡しなど役割を自分で作ることができていた。 

(2)12 月にえかく・かずえ合同で地域イベントを実施した。チャレンジや体験ができ

る WS を実施して利用者さんにも積極的に役割に取り組んでいただけた。 

(3)地域の近隣施設を活用した避難訓練を実施。保護者の方にも参加いただき、災害

時等の利用者さんの居場所を共有することができた。 

⑥ 生活の質の向上を目指した工賃の向上 達成率 85％ 

目 標 

(1)利用者さんの長所を活かした仕事の確保をして、清掃の空き時間の工賃向上に繋

げます。また、褒める支援・感謝する支援を積極的に行うことで利用者さんのモチ

ベーションを高め、作業の効率化をしていきます。 

(2)飲食店におけるオペレーション（キッチン、フロア、バックヤードオペレーショ

ン）を強化し仕事に対する意識を高めると共にお客様を飽きさせない工夫（季節メ

ニューの取入れ、イベント等）をすることで利益向上に繋げます。 

(3)店内以外にバザー販売やイベントを通して売上アップに繋げます。 

（平均売上 30000 円/日） 

結 果 

(1)利用者さんが前向きに頑張れる職場環境や職場異動を実施。特性に合わせた配置

をすることで利用者さんの能力発揮に繋がり、利用者さんの作業ペースアップ等

作業効率向上に繋げることができた。清掃の空き時間にはえかくの内職を行い、空

き時間の有効活用に繋げた。 

(2)フロアオペレーションは利用者さんの流れを統一することでスムーズにお客様

の受入れをすることができた。また、店内の清潔も保つことができた。シーズンメ

ニューの取り入れやイベントも実施し、リピーターで来ていただける方も増えた。 

(3)店内イベントの実施、販促業務を強化することで毎日の売り上げは達成できた。 
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ジョイナスたかおか＜就労継続支援 B 型＞ 

 

1 定員・利用人数推移 

【ジョイナスたかおか】 

 

 

 

 

 

 

【毘森公園】 

 

 

 

 

 

 

2 支援業務 

（1）日中活動支援                            

種 別 活動内容 活動場所 

就労継続 

請負作業 作業室 

施設外就労 若園公園・毘森公園 

自主製品作成 作業室 

自主事業（資源回収） 事業所敷地内倉庫 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                             

・挨拶、作業中の報告、言葉使い、服装など社会人として必要なマナーが身につくよう事業所

内、施設外就労時に実践しながら伝えた。 

・請負作業では各自の得意なことを活かした分業制を確立して作業量も増え、仲間と協力し

て作業を完成させる喜びや自信に繋げた。 

・目標チェックシートを用いて毎日自分の目標を意識して活動できるよう支援した。 

・毎日の検温とマスクの着用や手洗い、うがいを積極的に行い健康管理と感染症予防に努め

た。 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援）  ㋟＝たかおか ㋪＝毘森公園  

活動の種類 時期・回数 

入所式 ㋟4/1 

誕生日会 ㋟当該月(9 回) 

お楽しみ会 ㋟当該月(3 回)、㋪当該月(5 回) 

ハレハレデー 5/10 

定員＝14名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月

11 11.0名

 開所日数 21 21 21 23 18 21 20.3日22 20 20 19

 登録利用者数 11 11 11 11 11 11 11 11

17 20

11 11 11

 出勤率 98% 99% 99% 98% 99% 100% 98.7%98% 100% 98% 100% 100% 96%

定員＝14名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均

 登録利用者数 6 6 6 6 6 6 6

10月 11月 12月 1月 2月 3月

6 6 6 6

18 19

6.0名

 開所日数 21 21 20 23 19 20 20.3日22 21 19 20

6

 出勤率 100% 98% 96% 100% 96% 99% 98.9%99% 98% 100% 99% 100% 100%

45



大豊工業(株)ダーツ大会 ㋪7/19 

たかおか地域交流会 10/25 

楽楽運動会 11/29 

障がい者作品展見学・買物実習 ㋟12/10 

喫茶会 ㋟2/27 

食事会 ㋟3/19 ㋪5/10、2/4 

 

3 実習実績（延べ人数）  

 

 

 

 

 

4 ボランティアの受入れ 

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

羊毛フェルトストラップ作成 
8 月（5 回） 

トヨタ車体 延べ９名 

トヨタ自動車 延べ２名 

地域交流会補助スタッフ 
10/25 

若林地区民生委員 20 名 

トヨタ車体 4 名 

室内清掃奉仕活動・利用者との交流 12/16 若林地区民生委員 22 名 

屋内清掃と利用者との交流 2/4 若林地区福祉委員 3 名 

羊毛関係作業、バザー準備 毎週火曜 個人ボランティア 3 名 

 

5 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

集団回収 随時 近隣のご家庭、育成会事業所等の資源回収 

交通安全立哨活動 
㋟毎月 0 の日 

㋪毎月１回 
立哨活動 

環境美化 ㋪毎月 1 回 自治区ゴミ拾い 

エコキャップ 随時 年 3 回納入（累計ポリオワクチン 373 人分/R7

年 3 月末時点累計 1687 人分） 

みどりの郷活動 ㋟5 月、11 月の 2 回 地域の方との農道のゴミ拾い 

 

6 地域との交流・連携等  

活動名 活動時期 活動内容 

合同避難訓練 9/9 
若林地区民生委員の方と利用者で合同で初期

消火訓練や避難について学習 

若林地区民生・児童委員 毎月 第 2 火曜日 定例会出席 

高齢者クラブ交流会 10/23 利用者との交流（体操・物送りゲームなど） 

高岡中学校 12/12・22 3/17 特別支援学級生の自主製品販売会 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

屋外実習 0名

0名屋内実習
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ふらここマーケット 10～3 月 

前林地区の移動スーパー「とくし丸」に同行。 

困りごと相談や自主製品の販売、自主事業のア

ピール 

 

7 まとめ 

（1）重点目標結果 

① その人らしい生活が営める、個別支援計画等によ

る支援の見える化 
達成率 95％ 

目 標 

(1)利用者個々の希望と、地域で自立した生活を送るための将来像をご本人、家族と

共有し必要なスキルを目標に入れた個別支援計画の作成と実施にあたります。 

目標チェックシートを活用して毎日支援員と振り返りを行うことで自身の目標達

成状況を確認し、達成感、やりがいを感じながら毎日楽しく通所できるようにして

いきます。また、支援員は 1 か月に 1 回まとめの振り返りを行い、利用者さんの目

標達成の進捗状況を確認します。 

(2)月に２回以上支援員全員が参加できるミーティングを開き支援の統一化を図り

ます。そのために、個々の作業スキル等については申し送りノートなどを利用して

日々情報を記録、更新していきます。 

結 果 

(1)目標達成状況を毎日確認することで自分の目標を意識し、毎日評価してもらえる

ことで利用者さんの自信や喜びに繋げた。目標が達成できなかった日には丁寧に

助言を行った。 

(2)申し送り帳、1 日の配置表の活用は継続。個別支援計画の後期モニタリング会議

に複数の支援員とご本人にも出席していただき、ご本人の将来像を全員で共有し

ながら次年度の目標を決め、目標達成するためにどのように取り組んでいくのか

方法を検討した。大きな時間を取ってのミーティングは難しかったが支援員全員

に周知が必要なことについては随時招集し必要なことについて周知を徹底した。 

② 自分の意志や権利を主張できる、本人による本人

のための活動の活発化 
達成率 90％ 

目 標 

(1)朝礼や利用者会議（2 ヶ月に 1 回以上実施）の場で行事や余暇活動、作業などに

ついてやりたいことを意思表示したり自分や仲間の長所、成長できたことを皆で

喜べる機会を提供します。 

(2)行事や余暇活動、目標達成チェックシートをもとにした還元企画などを月に 1 回

以上実施し、自分たちで企画、提案、実行できるよう支援します。 

(3)仲間や作業、道具の名前、生活に必要な情報について掲示するなどして、利用者

さん自身が生活に必要な用語を覚え、自らのことばや身振りでコミュニケーショ

ンできるように支援します 

結 果 

(1)毎日の帰りの会では 1 日を振り返り良かった点、良くなかった点を全体に伝え、

日常のちょっとした成長や喜びをみんなで共有できるようにした。利用者会議の

場では必ず利用者さんの方から何か発言提案はないか確認を行った。 

(2)３月までに４回の利用者会議を実施。行事の振り返りや今後の予定などについて

詳細を伝え、食事のメニューや出かけたい場所等自分で選択、提案する場を提供し

たが利用者さん自身が企画し実行してもらう場は持てなかった。 

(3)毎日前面のホワイトボードに当日行った作業名をマグネットで掲示し、目標チェ
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ックシートに自分が行ったことを記入するようにすることで作業名を覚えること

に繋げた。必要に応じて写真で作業の道具を提示し自分で準備できるようにした。 

③ 地域と共に誰もが地域社会の一員として参加し

やすい地域づくり 
達成率 100％ 

目 標 

(1)チラシの配布や学習会にて地域の方へリサイクルステーションの活用を呼びか

け、週に 1 回の環境整備、掲示物作成などを通じて利用者さんが地域社会の一員

として情報発信したり、SDGs の取り組みに参加できるようにします。 

(2)地域の方との交流イベント、自由見学会、立哨活動、環境美化活動を通じて地域

の方との交流をはかり、相互理解できるよう努めます。 

結 果 

(1)リサイクルステーション内に掲示コーナーを作り、開催行事の案内や利用者さん

からのメッセージとともに正しく利用してもらうためのルールを掲示し発信し

た。民生委員さんとの交流会で利用者さんと一緒に雑紙の仕分けについて勉強会

を実施した。 

(2)月に 1～2 回の交通安全立哨を行った。自治区のごみ拾いを継続し、周辺地域の

環境美化を行った。民生委員、福祉委員の方との交流会では利用者さんの顔を覚え

ていただけるまでに至った。日中短期入所の部屋を開放し個人ボランティアの方

と地域のサークル活動などに利用していただいた。10 月より前林地区の「ふらこ

こマーケット」に同行し買い物に来られたお客様へ自主製品の販売と事業所の活

動や自主事業を案内した。地域交流会では多くのボランティアに協力いただき利

用者とも交流を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48



ジョイナスたかおか＜生活介護＞ 

 

1 定員・利用人数推移 

【生活介護】 

 

 

 

 

 

 

【日中短期入所】 

 

 

 

 

 

 

 

2 支援業務 

（1）日中活動支援                         

種 別 活動内容 活動場所 

生活介護 

創作活動 活動室 

機能訓練・運動 活動室・多目的室 

個別活動・個別学習 活動室・多目的室 

散歩・環境美化・交通安全立哨活動 事業所近隣 

調理実習 調理室 

日常生活訓練 活動室・調理室・多目的室 

 

（2）日常生活支援（健康管理・生活習慣支援）                                             

・健康管理の為、ボール運動や散歩などで日頃の運動不足解消を図った。 

・感染症予防の為、マスクの着用や手洗い、うがいの声掛け、風邪気味の方は部屋を分け、個

別対応しながら見守りを行った。事業所で朝、昼２回の検温と看護師によるバイタルチェッ

ク（血圧・検温）、月に１度野場医院の先生の訪問で、健康管理を行った。 

・食事の準備、片付け、掃除、洗濯、洗濯たたみ等、自分の身の回りで必要な家事を自分で行

える様、支援した。 

 

（3）生活支援（社会参加・コミュニケーション支援）  

活動の種類 時期・回数 

誕生日会 誕生月（3 回） 

お楽しみ会 当該月（3 回）、たかおか全体 12 月 

ハレハレデー 5/10 

 出勤率 87% 91% 94% 93% 96% 88% 92.9%96% 93% 97% 98% 94% 93%

 開所日数 21 21 21 23 18

6 6 6 登録利用者数 7 7 7 7 7 6

定員＝6名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月間平均10月 11月 12月 1月 2月 3月

6 6.4名

17 20 21 20.3日22 20 20 19

6 6

5月 6月 7月 8月

3 2 4

 登録利用者数 7 7 7 7 7 14 14 14 16 18 18 18 12名

5

定員＝6名 4月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計9月 10月

3 4 3 4 4 4 39日

 月間利用者数 7 2 5 3 7 24 15 19 16 23 20 21 13.5日

 開所日数 2 1

5.3名 5.8名 5.0名 5.3名 3.9名 1日平均利用者数 3.5名 2.0名 1.7名 1.5名 1.8名 4.8名 5.0名 4.8名
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たかおか地域交流会 10/25 

楽楽運動会 11/29 

買い物実習 12/23 

障がい者作品展鑑賞 12/11 

喫茶会 2/26 

 

3 送迎管理 

 
 
 

 

 

4 ボランティアの受入れ  

活動名 活動時期 個人又は団体名及び人数 

若林地区民生委員 9/9、12/16 合同避難訓練 

室内清掃奉仕活動 

高齢者クラブ 10/23 高齢者クラブ交流会 

 

5 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

集団回収仕分け 週 1 回 封筒のビニール部分の仕分け、牛乳パック切り等  
環境美化 年 4 回 事業所周辺のゴミ拾い 

みどりの郷活動 年 2 回（5 月・11 月） 地域の方と農道のゴミ拾い 

 

6 地域との交流・連携等  

活動名 活動時期 活動内容 

合同避難訓練 9/9 若林地区民生委員の方と利用者で合同で初期消

火訓練や避難について学習 

高齢者クラブ交流会 10/23 利用者との交流（体操・物送りゲームなど） 

ふらここマーケット 10～3 月 前林地区の移動スーパー「とくし丸」に同行。 

困りごと相談や自主製品の販売、自主事業のアピ

ール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12名 12名 12名
通常送迎

日中短期

生活介護

1名 1名 1名 1名 1名 8名 8名 8名 10名

6名 6名 6名 6名 6名

3月

7名 7名 7名 7名 7名 6名 6名

9月 10月 11月 12月 1月 2月5月 6月 7月 8月4月
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7 まとめ 

（1）重点目標結果 

① その人らしい生活が営める、個別支援計画等によ

る支援の見える化 
達成率 90％ 

目 標 

(1)毎月運動・機能訓練、作業・創作活動等のプログラムを準備し、目標と行いたい

活動を自己選択・自己決定していただき、月末に振り返りを行い自分で出来たこと

を実感し、達成したことを皆で分かち合う機会を設け、次への自信に繋げ充実した

生活が続けられるよう支援します。 

(2)３か月毎に季節行事を自分たちで企画・実行できる機会を設け、そのための利用

者会議を２か月に１回開催。会議では利用者さん個々に合わせた内容や方法で意

見・意思を引き出せる支援をします。 

結 果 

月間、日々の活動の予定は、利用者会議や事前に計画し、提供した。個々の目標を

毎日、VR の時間を使って振り返り、出来る様になった事を褒め、一緒に振り返り、

自信に繋げられる様にした。その結果、「出来た」「よかった」と利用者さんが達成

感を感じた発言が増えた。 

② 地域と共に誰もが地域社会の一員として参加し 

やすい地域づくり 
達成率 90％ 

目 標 

(1)毎月自治区のゴミ拾いに出かけたり、リサイクル活動の手伝いを日頃の活動に取

り入れ、「地域社会の一員」と言う自覚を持ち、地域に貢献していきます。 

(2)コミュニティーセンターへ利用者さんと出かけ地域の方と直接交流したり、サー

ビスや活動を知らせるチラシを作成し配布、月１回ブログ更新等で事業所の情報

を発信し地域の方との相互理解を深めていきます。 

結 果 

自治区のゴミ拾い、リサイクル活動の手伝い、地域交流会のチラシ配り、移動スー

パー「とくし丸」に参加する事で、地域の方と直接触れ合える機会が多く、初めは

緊張していた様子だが、自信を持って積極的に挨拶を行えたりと、「地域社会の一

員」と言う自覚が持てられる機会が増えた。 

③ 信頼と納得が得られる、サービスの質と効率化の

確保 
達成率 95％ 

目 標 

(1)毎日心身の状況を保護者と職員で共有し、利用者さんの変化に早く気づき迅速に

対応できる様、職員会やその都度ケース検討会議を開き、必要時は専門家の意見を

取り入れ、適したサービス、環境が提供できる様にします。 

(2)日中短期入所にて家庭以外の場で自分らしく安心して過ごせるスペースを確保

する為、ご家族の方との情報共有に努め、利用を検討されている方や他事業所へ積

極的に情報提供をしていきます。 

結 果 

常にご家族、関係施設、医師の方と連携を図り、細かい変化についても情報共有し、

早めの対応、対策を話し合い、実行する事で、落ち着いて過ごせる事が多かった。 

日中短期入所を利用される方もＲ６年度までは、たかおかの利用者さんのみだった

が、送迎を始め、他ジョイナス、会員さんの利用も増え、家庭以外の場で皆で楽しん

で過ごせるスペースの確保が行えた。 
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15 地域支援室(相談支援、居宅介護･移動支援、共同生活援助) 

(1) 所在地 

 

 

(2) 利用者数 

 相談支援 居宅介護 移動支援 共同生活援助 

延べ利用者数 466 名 85 名 740 名 1287 名 

 

(3) 虐待防止 

  ・虐待マニュアルの作成 

・虐待防止及び早期発見のための関係機関との連携調整 

・虐待防止セルフチェックの活用と研修会の実施 

・虐待防止委員会の設置 (責任者 各管理者) 

 

(4) 相談支援事業（障害児相談支援事業、指定特定相談支援事業） 

  ① サービス等利用計画の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② まとめ 

  ・グループホーム入居 2 名、障がい者ホーム入居 5 名。いずれも落ち着いて入居生活を楽し

まれている。1 名を除き、ジョイナス事業所の送迎または徒歩でジョイナスに通所を継続

されている。 

  ・生活介護併給 2 名。曜日ごとに就労継続支援 B 型と併用している。 

身体能力維持、気分転換等の理由でどちらの事業所でも、安定して活動ができている。 

  ・他の相談事業所から 2 名、計画相談の移籍があった。新規契約者は児童 1 名。 

  ・契約解除者、成人 3 名、児童 0 名。理由はジョイナス退所、育成会退会。  

  

グループホームひらしばの家

〒471-0065
77-5056

（FAX共有）

共同生活

援助

月曜日～金曜日

15：30～翌9：00

土日祝日

年末年始他豊田市平芝町4-21-1

日月祝日

年末年始他豊田市司町3-61-1

育成会地域生活支援センター

〒471-0831
☎　77-5611

FAX 77-3557
相談支援

火曜日～土曜日

8:30～17:15

日月祝日

年末年始他豊田市司町3-61-1

育成会ヘルパーステーション

〒471-0831
☎　77-5611

FAX 77-3557

居宅介護

移動支援

火曜日～土曜日

8:30～17:15

事業所名 住所 TEL/FAX 事業形態 営業日 休日

契約者数  129 名 
成人 113 名 児童 16 名 

新規 0 名 継続 113 名 新規 2 名 継続 14 名 

 サービス等利用計画策定 

本計画 モニタリング 

成 人 128 件 148 件 

児 童 20 件 24 件 

合 計 148 件 172 件 
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③ 課題 

  ・ご家族の高齢化に伴い、ご本人が家庭内で頼れる存在になっているため、泊りや入居に本

人を出せないというご家庭が増えている。また「自分が看られるうちは手元に置いておき

たい」と言われるご家庭も多く、いざという事態での危機感を覚えている。 

   ＜危機感＞ 

・入居先が近くで見つからない場合は他市・他県になる。また、自宅に居宅介護を入れること 

になっても、急にはヘルパーがみつからない等。 

   ・日中活動場所も変えざるを得ない状況で、ご本人の生活が維持できなくなることが考えられ 

る。また、契約者が不在になるケースもでてくる。 

そうならないために、ご家族がご健在のうちに適切な入居先を見つけ、自宅との二重生活を送

りつつ、ご家族・本人ともに慣れていくことが肝要と感じる。もしくは、ひとりでご自宅にて

過ごせるだけの能力を日ごろから身に着け、居宅介護に週何日か入ってもらうことを検討して

いく。 

※内容については 55 ページに掲載 

 

(5) 居宅介護・移動支援事業（ヘルパーステーション） 

 ① 個別支援計画の策定 

・三者面談を行い、サービス等利用計画を元に利用者さんやご家族の希望を尊重し楽しみな

がら成長できるように個別支援計画を策定した。 

② まとめ 

 ・ヘルパー会議は年３回開催し、権利擁護・虐待防止研修、豊田市消防署主催の普通救命講

習Ⅰの受講をした。 

  ・居宅介護１名が施設に入所された為、契約解除となった。 

・新規利用者 1 名(移動支援 1 名)と契約を結ぶことができた。 

・グルーム支援の希望が多く、友達と出かけることを心待ちにしている利用者さんが多くな

ってきた。 

  ③ 課題 

・移動支援を利用したいという問い合わせはあるが、ヘルパー不足の為、現状維持で精一杯

な状況である。人手不足は年々深刻になっている。 

  

                          ※内容については 57 ページに掲載 

(6) 共同生活援助事業（グループホーム） 

  ① 個別支援計画の策定 

   ・入居者の方の個別面談を実施。ニーズをお伺いしサービス等利用計画と評価表の内容を参考に

して、6 名の個別支援計画を策定した。 

② まとめ 

   ・運営の必須要件である地域連携推進会議を行った。平芝自治区 4 役、豊田市役所障がい福

主査、新開理事長他総勢 10 名で、グループホームの運営状況等について報告・話し合いを

行う。同日に施設見学も実施した。 

  ・買い物外出、誕生会、クリスマス会などの行事や、利用者会議、活動報告会(保護者会)、

スタッフ会議を実施。今年度より「おはなし会」を定期的に行い、利用者の方同士で相手

の理解を深められるようにした。 

  ・交通安全立哨活動、ごみ立哨活動などの自治区の活動の際には当番を決め、少人数で参加

した。年 2 回の環境美化活動にも参加を継続している。 
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③ 課題 

   ・開設から今まで利用者の方の健康面での不安は少なかったが、今年度は体調不良を訴えら

れ、利用を中止しご自宅で過ごされる方が複数みえた。今まで以上に日頃から体調変化に

留意し、健康状態を把握しておく必要がある。 

 

※内容については 59 ページに掲載 
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地域生活支援センター＜相談事業＞ 

 

1 事業名 

  ① 児童福祉法による指定障害相談支援事業 

② 障害児総合支援法による指定特定相談支援事業 

③ 相談事業(会員による会員のための相談、日常生活、将来、困り事、知りたい事など) 

 

2  サービス等利用計画作成実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位：件＞ 

 

 

 

 

 

3 まとめ 

(1) 重点目標結果 

① その人らしい生活が営める相談支援の実施 達成率 100% 

目標 

(1)利用者さんのニーズや希望、成長、ライフサイクルの変化等に沿った障がい福祉

サービス、事業所の情報提供・紹介、見学、相談等を行い、各地域の事業所と連携し

てきめ細かい支援を行っていきます。 

(2)定期的なサービス等利用計画の作成（更新継続）、モニタリング、アセスメントの

見直しを行うことにより、必要な障がい福祉サービスの利用ができるようにします。 

    利用計画作成 年間 約 125 名  モニタリング 年間 約 140 回 

結 果 

(1)グループホーム、障がい者ホーム、生活介護、児童発達支援、放課後等デイサー

ビス、短期入所、移動支援等、利用者さん・保護者様のご希望に沿う事業所を探し、

見学・体験を経て決めていただいている。また事業所側にも、利用者さん・保護者様

の了解を得て、事前にご本人の障がい特性やご希望をお伝えして受け入れの判断を

していただいているので、比較的スムーズに利用を開始できている。 

(2)サービス等利用計画の更新およびモニタリング時に、事業所に足を運び、ご本人

の様子を確認して現状に即した計画内容や支援方法を事業所と一緒に検討してい

る。 

    利用計画作成 148 名      モニタリング作成 172 回 

8月 9月 10月 11月 12月 1月4月 5月 6月 7月

 本計画 12 7 15 10 14 16 8 148

3月 合計2月

18 18 11

9 1716 12 12

14 1729 8 13 14 20 14 モニタリング 12 21
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② オープン型相談支援体制の構築 達成率 100% 

目 標 

(1)モニタリングやアセスメントは可能な限り関連事業所を訪問して、利用者さんの

顔を見て行い、変化していくニーズに応えるとともに、各事業所との関係を深め、支

援者や事業所の支援の質の向上に繋げていきます。 

(2)複数の事業所を利用されている利用者さんについては、必要に応じて各事業所を

集めて担当者会議を開くことで、支援を行うタイミングや支援のステップアップを

適時行なえるようにしていきます。 

結 果 

(1)利用者さんの高齢化や障がい特性の進行で、現在の事業所では十分に支援ができ

ないケースも増えてきている。無理に現状維持をしようとして、利用者さんにも事業

所にも負担を強いてしまうよりも、本人が伸び伸びと活動できる場所を探し、提案し

ている。 

(2)事業所の話を聴き、必要に応じて担当者会議を開催している。個々に話をするの

ではなく、その場で忌憚なく思いを話していただける場にしている。言いにくいこと

は相談支援専門員が、間に入り話しやすい状況や雰囲気を作っている。 

③ 相談支援専門員としての知識獲得および質の向上 達成率 90% 

目 標 

(1)相談支援会議を毎月開催し、障がい福祉サービス・福祉事業所についての情報共

有および事例共有、連携強化を図り、チームで支える体制を構築していけるようにし

ていきます。 

(2)豊田市自立支援協議会の各ブロック相談支援サポート会議、虐待防止研修、その

他研修に随時参加して、相談支援専門員としての知識を深め支援に活かしていきま

す。 

結 果 

(1)相談支援会議は毎月開催している。相談支援専門員で主催者を持ち回りにして、

次第作成・案内・司会・議事録作成をやっていただいている。相談支援専門員は担当

者会議などを開催することもあるので、その練習も兼ねている。 

(2)ブロック会議、虐待防止研修、BCP 研修など、できるだけ外部の研修に参加でき

るようにして相談支援専門員としての知識のアップデートを図っている。また他事

業所の相談支援専門員や他事業所の方と顔見知りになるようにして、人脈を広げ、利

用者さんに必要な情報を得るようにしている。 
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ヘルパーステーション＜居宅介護・地域生活支援事業＞ 

 

1 事業名 

  ①介護給付事業(居宅介護事業、重度訪問介護事業) 

  ②地域生活支援事業(移動支援事業、相談支援事業) 

 

2  事業別実績                                       ＜単位：時間＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＜単位：時間＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3  障がい程度区分利用状況                     ＜単位：名＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 ※児童の利用無し 

 
 

6月 7月 8月 9月 合計10月 11月

 令和7年度実績 6.5 7.0 5.0 6.5 5.5 5.5 5.0 1.5

12月 1月 2月 3月

0.0 0.0 0.0 0.0 42.5

【居宅介護】 4月 5月

 対前年比 93% 100% 71% 93% 0% 0% 51.8%

 令和6年度実績 7.0 7.0 7.0 7.0 8.0 7.0

69% 79% 67% 21% % 0%

82.07.5 7.0 6.5 5.0 6.0 7.0

2315.0

8月 9月【移動支援】 4月 5月 6月 7月 2月 3月 合計10月 11月 12月 1月

174.0 183.0 158.0 232.0

89% 88% 82% 111% 対前年比 104% 94% 88% 79% 110% 99% 93% 74%

203.0 164.0 200.5 183.5

181.5 185.5

92.3%

 令和7年度実績 218.5 221.0

 令和6年度実績 210.0 235.0 230.5 207.5 193.5 209.0 2507.0227.0 224.0 196.5 207.0

212.0 165.5

障がい程度区分 4月 5月 6月 7月 2月 3月 年度実績10月 11月 12月 1月

区分A 20 19 18 15 14 14

8月 9月

19318 15 16 16 12 16

区分B 3 3 3 1 2 4 362 4 4 3 4 3

区分C 0 0 0 0 0 0 20 0 1 1 0 0

22 21 16 16 20 23916 23 20 19 20 23合計 23
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4 まとめ 

(1) 重点目標結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結果

・自分のやりたい事を上手く表現できない時は、対話を十分に行い、しっかり聞くこ
とにより、行きたい場所を聞くようにしている。発語の不明瞭な場合などヘルパーが
聞き取れない場合は、保護者の方のお力を借りて、本人のやりたいをしっかり聞き、
可能な限り出来るように支援をした。

 ② グループ支援を通して社会参加の提供 達成率 100%

目標

(移動支援)
・社会参加の場を広げるための提案と支援の提供を行います。
・仲間と出かける楽しみや協力することの大切さを体験できるように支援を行いま
す。

 ① 本人のニーズと障がい特性に沿ったサービスの提供 達成率 100%

目標

(居宅介護・移動支援)
・本人の強みを活かし、楽しみながら出来る事が増えるように支援を行います。
(移動支援)
・本人の「やりたい」を尊重し、出来る限り希望に沿うように支援を行います。

結果
・ヘルパー会議や研修を行い、以前に受講した研修も繰り返し学ぶことにより、より
深く理解することができている。

結果

・電車や公共の場に出かけ、マナーなどを支援し続け、利用者さんたちもマナーを身
につけたことにより、褒めていただくこともあり歓迎される雰囲気になってきた。
・自分の通所している事業所以外の利用者さんとも交流ができ、学生時代の同級生と
会える嬉しさもあり、とても楽しそうにしている。

 ③ ヘルパーの資質向上 達成率 100%

目標
・年３回のヘルパー会議の開催、年に１回虐待防止・権利擁護研修・BCP計画に基づく
災害時の適切な対応を学び、支援中に起こりえる場面を想定し、理解を深める事によ
り有事に備えます。
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ひらしばの家＜共同生活援助＞ 

 

1 事業名 

  共同生活援助事業(介護サービス包括型) 

 

2 定員・利用人数推移                    （利用者性別：男性） 

 
 
 
 
 
 
3 支援業務 

（1）個別支援計画の策定 

  ・利用者全員 6 名 

 

（2）日常生活支援                                           

今年度は利用者の方がお互いに相手のことを理解したうえで良好な人間関係を築いていく

ことを目的とし、定期的に「おはなし会」を行い、自己表現や他の方の状況を知ることができ

る機会を持つようにした。また、日常の身も周りのことに加え大掃除、誕生会の準備やクリス

マス会の買い物・パーティーの準備(調理・配膳)、片付け等は、利用者会議での話し合いによ

り計画をたて、それに従って担当を決め、それぞれの役割を少人数のグループで行っていた

だき、責任感をもって行動ができるようにした。 

 

（3）余暇活動支援（行事・旅行等）  

活動の種類 時期・回数 

誕生会 5､8､12､2 月 

避難訓練・防災食体験 7 月 

七夕会 7 月 

ハロウィンパーティー 10 月 

クリスマス会 12 月 

鏡開き 1 月 

節分会 2 月 

買い物体験 4～6 月､10～12 月､3 月 

お金の勉強会 7～9 月､1～2 月 

おはなし会 6､8､10､1､3 月 

利用者会議 毎月（計 12 回) 

 

4 社会貢献活動 

活動名 活動時期 活動内容 

交通安全立哨活動 7/14､12/1 交通安全の呼びかけ等 

環境美化活動 6/8､9/14 近隣の草取り 

90% 89.0%90% 88% 90% 利用率 88% 88% 86% 93% 88% 90% 90% 87%

6.0名

3月 月間平均

 登録利用者数 6 6 6 6 6

2月

6 6 6 6

定員＝6名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

66 6

 開所日数 21 20 21 23 17 20.1日19 20 19 18 2120 22
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ゴミ立哨活動 6/9､9/8､3/9 ゴミ収集場所での見守り 

 

5 地域との連携 ※日付まで記入 

活動名 活動日 参加者及び人数 

地域連携推進会議 2/17 

平芝自治区区長他 3 名、市役所障がい福祉課主査、 

育成会理事長、利用者代表、保護者代表、職員代表、 

参加者 10 名 

施設見学会 2/17 
平芝自治区区長他 3 名、市役所障がい福祉課主査、 

参加者 5 名 

 

6 まとめ 

(1) 重点目標結果 

① 共同生活を意識した生活環境の確立 達成率 90％ 

目 標 

(1)利用者の方がお互いを‘一緒に暮らす仲間’として理解を深めていけるよう、交

流の時間を増やしていきます。 

(2)‘自分を知り、相手を知る’ことを大切にし、自己表現のしかたや同居している

方の特性を理解できるような方法を考えていきます。 

(3)利用者の方・スタッフ全員が‘居心地の良い住まい’を意識した環境を継続・推 

進していきます。 

結 果 

(1)買物やイベントの準備・大掃除の際、少人数のｸﾞﾙｰﾌﾟを編成しお互いが協力する

事を意識できるようになってきた。組合せは相性の良い方同士を意識して取り組ん

だが、今後は苦手な方との接し方も学べるようにしていきたい。 

(2)新たな取り組みとして夕食後に‘おはなし会’の時間を設けた。テーマに従って

一人ひとりが自分の意見を話したり、事業所であったことの報告をする事で相手の

様子や事業所間の違い等を意識することができた様子であった。 

(3)毎日の清掃や時節ごとの大掃除、業者によるクリーニングで、きれいな状態を保

てている。世話人の方が季節の花を植え込みに植えてくださっており、外回りも暖か

い雰囲気になっている。 

②地域活動への参加の継続とネットワークづくり 達成率 100％ 

目 標 

(1)利用者の方が参加可能な地域活動への参加を継続していきます。 

(2)地域連携推進会議の開催や地域の代表者の方の施設見学を通しグループホーム

への理解を深めていただけるようにしていきます。 

結 果 

(1)交通安全立哨・ごみ立哨活動を継続している。自治区の方より梅まつり等イベン

トのご案内もいただいた。 

(2)2 月に自治区 4 役の方にご出席いただき、地域連携推進会議及び施設見学を行っ

た。活動内容や財務状況等について報告をし、自治区の方からも災害時の対応や他の

グループホームの開設予定について提案や情報をいただいた。 

③余暇活動の充実 達成率 90％ 
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目 標 

(1)利用者会議の定期的な開催を継続し、余暇時間を使った活動内容について話し合

いをしていきます。 

(2)余暇活動の目的・内容について前もって説明を行い、計画的に実施することがで

きるようにしていきます。 

(3)参加する方の年齢や健康状態に留意し、無理のない内容を考えていきます。 

結 果 

(1)(2)毎月月末に利用者会議を開催し、次月の活動予定についての日時や目的・内

容・担当について話し合い、全員が役割を意識し積極的に参加できるようにした。2

人のグループで行動するようにしたところ、お互いが責任をもって協力する様子が

みられた。 

(3)暑さ・寒さの厳しい季節には屋外での活動を屋内に切替え、買物に出かける際は

目的の店舗への距離を考慮した。利用者の方も季節に応じた外出や運動の内容を理

解されつつある。寒い季節には体調を崩される方が複数みえたので、日頃の健康状態

も把握し、利用者の方がご自身でも気をつける気持ちを持つことができるようにし

たい。 
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豊田市育成会の誓い 

   社会福祉法人豊田市育成会は、運動体と事業体が 

  協力して、本人や家族の地域生活を支えていきます。 
 

 1 地域と結び関係団体と連携した活動で、 

     「安心してすごせる」地域づくり、場づくりをめざします。 

  2 自主的で主体的な活動を保障して、 

     「夢や願いがかなう」地域づくり、場づくりをめざします。 

  3 主人公として豊かな生活と発達保障をして、 

     「笑顔が絶えない」楽しい地域づくり、場づくりをめざします。 


